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審査日程 

・都市建設課 

・上下水道課 

・産業振興課 

・農業委員会 

・税務課 

・会計課 

・議会事務局 

 

    午前９時５４分  開 議 

   

委 員 長         （浅野正之君） 

 皆さん、おはようございます。 

 定刻前でありますが、皆さんお集まりのようでございますから、会議を

開会したいと思います。 

  ただいまから本日の会議を開きます。 

 本日の審査はお手元に配付の審査日程により進めてまいりますので、円

滑な議事運営にご協力をお願いいたします。 

  審査に入る前にあらかじめ申し上げます。 

  質疑に当たっては、簡潔明瞭にわかりやすく、また、答弁においても同

様にお願いをいたします。 

  これより審査を行います。 

  審査の対象は都市建設課、上下水道課、産業振興課、農業委員会です。 

 説明が終了していますので、直ちに質疑に入ります。質疑ありません

か。 

 ５番堀籠英雄委員。 

 

堀籠英雄委員 

  それでは、産業振興課と上下水道課に１件ずつお伺いします。 

  64ページの水田農業構造改革対策事業につきまして、ちょっとお伺いし

たいと思います。 

  本年４月よりスタートする戸別所得補償モデル対策事業でありますが、
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個人は、米の作付面積から10アール引いた残りに１万 5,000円が交付され

ます。集落営農に取り組んでいる組合は、全体の米の作付面積から10アー

ル引いた分に１万 5,000円が交付され、個人との格差があり、メリットも

大きいわけでございます。しかしながら、ブロックローテーションに取り

組んでいる地域の問題、また、ソバなど前年より 4,000円ほど減額してお

ります。そういった減額した転作作物もあるわけです。 

  それから、休耕田ですが、不作地の加配カウントは23年から転作田から

除くといったこともあります。この休耕田については、不作地となってい

る水田の地番、面積を明らかにした上で、作物も栽培ができない理由と期

限を定めて、この改善計画を市町村に提出し、認定を受けることが条件

で、このモデル事業の対象となっておりますが、この改善計画の中身がで

すね、転作作物、取り組んでいるところはいいんですが、取り組んでいな

い人たちのですね、こういった中身が全農家の方に伝わっているかどうか

ですね。そのためには、この新たな施策を各地域で説明会などをしなくて

もいいのか。新聞などによりますと、今後どうなるかわからないといった

不透明なところもあるわけでございますが、今後の見通し、わかる範囲で

いいですから、教えてほしいと思います。 

  それから、都市建設に１件ですが、37ページでございます。 

  グリーンニューディール事業、これは防犯灯の省エネ整備事業でございま

す。 1,800万円ほどかかります。エバーライト50を 409灯、同じく30を46

灯の計 455灯設置予定となっておりますが、新年度はどの辺を中心として

考えるか、その辺をお伺いしたいと思います。以上でございます。 

 

委 員 長         （浅野正之君） 

  産業振興課長庄司正巳君。 

 

産業振興課長 （庄司正巳君） 

  堀籠委員のご質問お答えさせていただきます。 

  昨年の政権交代によりまして、水田農業関係も戸別所得補償モデル事業

ということで、本来ですと平成23年度からの予定でございましたけれど

も、１年前倒しでモデル的に22年度から実施ということになっておりま

す。 
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  内容につきましては、自給率の向上というのが大きな目玉でございまし

て、そのうち作付分につきましては、固定分ということですね。転作した

方について反当１万 5,000円ということでございます。 

  特に集落営農につきましては、全体から、先ほど委員さんがおっしゃっ

たとおり、10アールを控除して、残りに１万 5,000円ということになりま

すけれども、この集落営農の規定につきましては、加入している方が全員

水稲共済に加入して、それから共済の負担、配分方法等を規約で決めまし

て、要は集落一本で、個人ごとに共済じゃなくて、一本でそういう加入と

いうのが条件ということでございますので、各地域におきましても、その

ような説明をさせていただいているところでございます。 

  それから、改善計画ということでございましたけれども、集落関係の代

表者の説明会、２月22日に行いまして、実施計画につきましては３月の25

日ということでございます。さらに、この改善計画につきましては６月と

いうことでございまして、まだ時間はあるわけでございますけれども、各

地域、22会場の方にですね、希望がありましたところということで、ご要

望いただきました。そちらの方に出向きまして、お話はさせていただいて

おります。 

  ぜひこの改善計画を出していただけますと１万 5,000円対象なるもので

すから、町としても、ご相談があれば集落に当然出向いてもいますけれど

も、あと個人でも、問い合わせあった方については、ぜひ改善して、農地

になるような形でですね、すぐだけでなくて、平成23年という、そういう

先のこともありますので、余裕を持ってといいますか、考えてもらって、

ぜひ計画書を出してほしいなということで進めているところでございま

す。以上でございます。 

 

委 員 長         （浅野正之君） 

 都市建設課長高橋  久君。 

 

都市建設課長   (高橋  久君)  

  堀籠委員からの地域グリーンニューディール基金事業に関するご質問で

ございまして、今回、防犯灯の灯具交換を行うわけでございますが、その
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エバーライト50というものに切りかえするものでございますが、全部で 10

0ワットタイプが町内に 409灯ございます。これ全部交換したいというふう

に思っております。 

  具体的にどの辺にというお話でございます。地区別に申し上げますと、

吉岡に 184灯ございます。宮床には 139灯、吉田に32灯、鶴巣に47灯、落

合に７灯が現在設置されております。これを省エネタイプに全部切りかえ

たいというふうに思っております。 

  エバーライト30の方につきましては、町内に 1,206灯ございますが、こ

の中で予算の範囲内で行うわけでございますが、46灯予定したいというふ

うに思っておりまして、今回のエバーライト50の設置に、地区別にです

ね、吉田、落合が少ないわけでございますので、その吉田、落合の方にこ

の分を配分して交換したいというふうに現在は考えております。よろしく

お願いします。 

 

委 員 長         （浅野正之君） 

  ５番堀籠英雄委員。 

 

堀籠英雄委員 

  ２月22日に転作会議で説明、そして３月25日ですか、要望あった22会場

で説明会をしたということでございますが、山間地に行けば行くほど不作

地、耕作放棄地というものが大分多くなってきておるんですが、この転作

田から例えば除かれた場合、それはカウントされなくて、新たに転作必要

になってくるんでしょうか。 

  それから、自給率向上の対策事業ですが、これ大分助成金の高いもの

は、それだけかなり難しいところあるんですが、飼料米の取り扱いです

が、これはＪＡさんの方でやるようなお話があるわけでございますが、宮

城県としては、現在１万トン程度ということでございますが、それを本町

ではどのように進めていくのか、その辺をお伺いしたいと思います。 

 それから、防犯灯の省エネタイプの切りかえでございますが、今度のあ

れは６万時間の耐用年数が15年と、本当にすごく省エネで、エコに優しい

ことで、水銀灯がなくなるような話でございますが、これ今後、全部切り
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かえる予定にしているんですか。もし切りかえる予定がありましたら、何

年ぐらいでやるか、その辺ちょっとお伺いしたいと思います。以上でござ

います。 

 

委 員 長         （浅野正之君） 

  産業振興課長庄司正巳君。 

 

産業振興課長 （庄司正巳君） 

  改善計画に関連しての耕作放棄地の関係でございますけれども、この不

作付地の改善計画につきましては、平成22年度中にどうしても計画が出な

い場合には除かれるというか、そのようなことになりまして、ただ、最終

期限が平成24年までという、そういうことがありますので、あくまでも自

給率向上という主眼がありまして、ぜひ何とか計画でもって耕作放棄地を

解消するという書類を出してほしいなというふうに思っておるところでご

ざいます。 

  なお、詳しいこと聞きますと、現地の確認まではちょっと至っていない

という、今は聞いているもんですから、当然時間もあるわけでございます

ので、計画書は出していただきたいというのがこちらのお願いでございま

す。 

  それから、飼料用米でございますが、あさひな農協の方で今大体見積も

り終わりまして、１万トンということでございますと、あさひな管内の飼

料米、ほとんど作付しても、需要と供給の関係ですね、対応できるという

ふうに伺っておりますので、ぜひ飼料用米、10アール当たり８万円という

こともございますので、そういう形で進めていきたいなというふうに考え

ておるところでございます。以上です。 

 

委 員 長         （浅野正之君） 

  都市建設課長高橋  久君。 

 

都市建設課長   (高橋  久君)  

  今後の防犯灯の切りかえのご質問でございます。 
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  今回の事業につきましては、国の今年度限りの事業でございまして、補

助で全額交換できるものでございますが、今後のこういった事業は、現在

補助事業としてのものがございません。したがいまして、単独事業になろ

うかというふうに思っておりますが、全部で防犯灯約 1,800灯ございま

す。その中で今回 456灯、既存に既にエバーライトを設置しているものも

ございますので、 500灯ぐらいは除かれると。残り 1,300灯ございます。

これを年次計画を立てて、年間 100灯にしても13年かかるというふうな話

になりますけれども、まだ具体の交換の計画は持っておりませんけれど

も、できるだけ早くこれを切り換えて、省エネタイプに持っていきたいと

いうふうに思っております。脱水銀灯の政策を実現していければというふ

うに思っているところでございます。 

 

委 員 長         （浅野正之君） 

  ５番堀籠英雄委員。 

 

堀籠英雄委員 

  大体今の説明でわかったんですが、もう一度ちょっと確認したかったん

ですが、この外れた分はあれですか、カウントされないということなんで

すか。そして新たに転作しなければならないんですか。その辺確認ね、お

願いします。 

  それから、飼料米は何とか間に合うということでございますが、ぜひそ

の辺も要望があったときは進めてほしいと思います。 

  それから、電気の切りかえ、年次計画ということでございますので、ぜ

ひこれも環境に優しい電灯でしょうから、ぜひやってほしいなと、そのよ

うに思います。以上でございます。 

 

委 員 長         （浅野正之君） 

  産業振興課長庄司正巳君。 

 

産業振興課長 （庄司正巳君） 

  改善計画書を出さないと、やはりその分が達成できないということにな
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りますので、時間ありますので、一応計画ということで、ぜひ改善計画書

を出していただければ１万 5,000円交付なりますので、ぜひそのようにお

願いしたいなというふうに思っております。以上でございます。 

 

委 員 長         （浅野正之君） 

 都市建設課長高橋  久君。 

 

都市建設課長   (高橋  久君)  

  年次計画を立ててということでございます。今回の切りかえにおきまし

て、コストダウンを図る政策もあわせ持っております。そういったもの

と、それから故障した場合にそういった形で取りかえていく部分もござい

ますけれども、プラス効果と、それから今後の維持経費の関係もあります

ので、そういったことも含めまして計画的に取り組んでまいりたいという

ふうに思っております。 

 

委 員 長         （浅野正之君） 

  ほかにございませんか。15番中山和広委員。 

 

中山和広委員 

  予算に関する説明書の66ページ、産業振興課の方にお伺いをしたい。 

  企業誘致事業があるわけでありますが、主要な事業の概要については、

仙台北部中核工業団地、大和流通・工業団地、大和インター周辺流通団地

に大和リサーチパーク、これに企業誘致の促進を図るということでありま

すし、そのほか、事業の概要の中では、東京エレクトロンとか、いわゆる

立地企業の従業員、これの定住促進を図る事業を展開するということであ

りますが、具体的にはどのような定住の促進事業を進めるのか、そのこと

についてお伺いをしたいというふうに思います。 

  次に、予算に関する説明書は67ページ、商店街にぎわいづくり戦略事

業。説明を聞きますと、やる気のある個店への支援事業ということで21年

から事業に取り組んでいるということでありますが、21年度は予算が60万

円で取り組み、22年度は 320万円の事業費を計上しているということであ



12 

りますから、これも具体的な内容について改めてお伺いをするものであり

ます。 

  その次に、同じく67ページの新エネルギー利用促進事業、これは21年か

ら23年までの事業ということで、自動車、ハイブリッド車等の自動車の購

入、それから住宅用の太陽光発電、これに対する助成ということで、これ

も平成21年度は 2,500万円の当初の予算を計上しておった。それに対し

て、今年度 1,500万円、 1,000万円を減額した予算を計上しているわけで

ありますが、このことについては、その取り組みといいますか、計画の状

況、それをお伺いをしたい。その中で、補助額、これは昨年の補助額のよ

うな内容でことしも取り組もうとしているのかどうか、それをお伺いをし

たいというふうに思います。 

  次に、予算に関する説明書は 282ページ、これは上下水道課。 

  老朽管対策事業、これを平成11年から、去年の内容を見ますと22年、こ

としは平成11年から23年までということで、平成22年度の老朽管の更新は

城内中区 370メートルということでありますが、この更新率はどのぐら

い、この城内中区の 370メートルを入れると、どのくらいの更新率になる

のか。そして、あと更新を急がなくちゃならないもの、それはどのぐらい

まだ残っているのか、それをお伺いしたいというふうに思います。 

  それから、もう一点、配水管の布設事業、これは 281ページでありま

す。漏水対策、これについては、ことしは天皇寺、峰、松倉、小野地区の

布設がえということであります、 1,840メートル。これについてもどの程

度の更新率になるのか。そして、あと緊急を要するような場所はないのか

どうか、そのことについてお伺いをしたいというふうに思います。とりあ

えず以上です。 

 

委 員 長         （浅野正之君） 

  産業振興課長庄司正巳君。 

 

産業振興課長 （庄司正巳君） 

  中山委員のご質問にお答えをさせていただきたいと思います。 

  まず初めに、定住促進の関係でございますけれども、平成21年度につき
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ましては、セントラル自動車とか、あるいは東京エレクトロンの方に行き

まして、いろいろ町のパンフレット等でもってＰＲをさせていただきまし

た。22年度につきましては、特に東京エレクトロンの富士事業所というの

が山梨の方にあるもんですから、そちらの方に出向きましてＰＲをさせて

いただきたいなというふうに考えておるところでございます。 

  内容としましては、本町の特産品であります新米とか、あるいはマイタ

ケ等を持参して、それから町のパネル等も持ちまして、ぜひこちらにおい

でになったときは町の方に定住してくださいという、そういうＰＲをした

いというふうに思っております。 

  なお、セントラル自動車につきましては、もう夏場過ぎぐらいにこちら

に移転ということもあるもんですから、それで、アパートとかですね、そ

れにつきましても、あと町の住宅団地等ございますので、それは大衡の事

業所等内に情報をつなぎながら、定住の促進に努めたいなというふうに考

えておるところでございます。 

  それから、商店街にぎわいづくり戦略事業でございますけれども、平成2

1年度につきましては、個店ということで４業種に絞りまして、一応そちら

の方でモデル的にコンサルを頼みまして、活性化といいますか、元気な方

法ということで、いろいろアドバイスをいただいて、例えばブラックボー

ドにいろんなお品書きを書いて戸外でＰＲするとか、ダイレクトメールを

送るとか、そういう方法でＰＲさせていただきました。この４店も平成23

年度まで、同じ４店、また22年度も４店募集して実施したいということで

ございます。 

  それから、「まるごと茶屋」ということで、空き店舗を利用した、今現

在、前の加藤カメラさんのところにあるんですが、それを平成22年度、前

の勝又商店の隣の靴屋さんとか化粧品屋さんのあったところにですね、そ

のお店を移しまして、そちらの方で、馬場議員の一般質問にもありました

とおり、表向きはコミュニティということですね、懇談の場。裏側の方が

あめづくりという、そういう工場ということで、その改造に要する費用を

のせておりまして、県と町の部分でございまして、県が補助２分の１、町

が３分の１ということですね。全体事業費、ソフト、ハード含めて 420万

円になりますけれども、そういう形で平成22年度は進めていきたいという
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ような内容でございます。 

  それから、新エネルギーにつきましては、平成21年度 2,500万円の予算

でございまして、平成22年度 1,500万円ということでございますが、これ

につきましては、車、ハイブリッド車関係でございますけれども、県の補

助がですね、５月ぐらいに県もありまして、相乗効果もありまして、かな

り当初予定よりはですね、当初予定どおりといいますか、それなりに多く

申請をいただいたところでございます。ただ、平成22年度、県の方はそう

いうハイブリッド車の支援がないということもあるもんですから、状況見

合いで 1,500万円ということでございまして、この新エネルギーにつきま

しては３カ年で 5,000万円という一応こちらの考えございまして、 2,500

万円、それから残り２年で 1,500万円ずつの 5,000万円かなという、そう

いう想定でもって、22年度 1,500万円ということで計上させていただいた

ところでございます。以上でございます。 

  すみません。一応、補助につきましては、前と同じようにですね、たぐ

いで支援するというような、補助内容は変わりません。以上でございま

す。 

 

委 員 長         （浅野正之君） 

 上下水道課長渋谷久一君。 

 

上下水道課長 （渋谷久一君） 

  お答えいたします。 

  初めに、老朽管対策でございますけれども、老朽管対策につきまして

は、今回、平成11年度から23年度までということで10カ年の予定でござい

ますが、23年度までで吉岡というような状況でございます。当初計画が 7,

000メートル、７キロ程度でございます。現在残っている石綿管は全体で 

1,892メートルというふうに押さえております。これにつきましては、吉岡

地区、それから落合の舞野、それから鶴巣の下草地区で残っております。

全体の約１％に満たない８％程度、 229キロでございますので、これにつ

きましては、23年度まで吉岡地区を完了いたしまして、その後、２年間で

鶴巣、落合地区の石綿管を解消するというような計画にいたしておりま
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す。 

  それから、漏水対策でございますが、漏水対策につきましては、現在、

漏水多発地帯を中心に布設替えをいたしております。22年度につきまして

は天皇寺地区、それから、継続して行っておりました吉田線の峰地内です

ね。吉田の峰地内、それから小野の白久保地内を予定いたしております。 

  全体で、簡易水道の方がさらに、今の含まれておりませんけれども、簡

易水道の方も計画的に布設替えをいたしております。特に根古・若畑の簡

易水道でございますけれども、これにつきましては、かなり、全体で 4,00

0メートルほどございますけれども、こちらは計画的に布設替えをしていか

なければならない状況と考えております。現在は漏水の多発地域を中心に

優先的に解消を計画的に進めております。 

  更新率ということでございますけれども、具体的に漏水区域全体の対象

延長は出しておりませんので、整備解消率につきましては算定することが

できません。毎年度の漏水の発生状況によりまして、その地区を重点的に

先行的に計画的に布施替えをしていくというふうな考え方でございます。 

  それから、もう一つ、漏水対策といたしましては、エスケープルートと

いいますか、漏水があった際も、断水時間とか、あるいは断水をしなくて

も修繕できるように、管のエスケープルートということで、吉岡地区では

天皇寺ということで、今回計上いたしているところでございます。 

 

委 員 長         （浅野正之君） 

  15番中山和広委員。 

 

中山和広委員 

  まず、企業誘致でありますが、企業の誘致については、企業を訪問しな

がらいろいろお願いをしているということでありますし、あわせて従業員

の定住化にもお願いをしているという状況。そういう中で、なぜこのこと

を取り上げたかというと、やはり今、企業立地もそうでありますけれど

も、企業の従業員の定住化、これはそれぞれの自治体間での競争のよう

な、競争が激化しているという状況の中で、やはり町勢発展の一つのバロ

メーターとなる人口増加といいますか、それを図る手段としてこの定住化
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が必要だということでありますから、そのことについては、やはり他の自

治体との競争に勝てるような、そういう対策を講ずる必要があるというこ

とで、このことをお伺いしたわけでありまして、改めてその取り組み。 

  それから、企業誘致班の中でそういうものも取り組んでいると思います

けれども、やはり企業に案内といいますか、相談できるような、企業の従

業員にですね、そういう窓口も開設をしながら取り組んでいただければい

いのではないかなというふうに思ったところであります。 

  それから、商店街にぎわいづくりについては了解をしましたが、ただ、

こういう中で、今度は「まるごと茶屋」が旧勝又商店に移って、その中で

はそういういわゆるコミュニティの場、さらには島田飴の製造といいます

か、そういう取り組みにもするということでありますが、そうであれば、

観光物産協会にも予算として去年もことしも 190万円助成を出して、そし

て、その中で職員を採用といいますか、継承して町が事務局を担っている

という状況にあるわけですから、そういう観光物産協会の機能というもの

をもっともっと充実させるような、そういう取り組みもあってもいいので

はないかと。 

  前に私、これも一般質問等でお伺いをした経緯があるわけであります

が、地域特産品、地場推奨品ということで何種類かは創出をしたという話

も聞いておりますが、そういうものなり、この町の名物、そういうものに

取り組む、それが商店街にぎわいづくり戦略の一つにもつながり、さらに

は観光物産協会の組織の充実といいますか、そういう形にもつながってく

るのではないか。 

  今、私、はっきり申し上げて、観光物産協会の存在というのが町民に伝

わっていない、そういう状況にあると思います。やはり、どこでも今、そ

ういう地域の特産品、あと名物、これはテレビ等でＢ級グルメのコンクー

ルとか、そういうものがあるわけでありますけれども、そういうものにも

出せるようなものを開発するのも観光物産協会ではないかということで、

そういうものにも力を入れながら、個々店の支援も当然大切でありますけ

れども、そういう意識を持たせる活動につなげていく必要があるのではな

いかということから、この問題を取り上げたところであります。 

 あと、エネルギー促進事業については、県とのかかわり、そういうもの
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もあるということでありますから、これらについては、これも町民に喜ば

れるような、利用しやすいような、そういうものになればというふうに思

っております。 

 あと、上下水道の老朽管対策、特に老朽管については、23年で吉岡全体

が終了して、24、25年で鶴巣、落合が終わるということで、これで老朽管

対策はひとまず終了するということでありますから、これらについても、

それらの取り組み、なお一層早まるような、そして受水者に安心感を与え

るような、そういう取り組みになればというふうに思っております。 

  あと、漏水対策については、課長から説明があったとおりでありまし

て、これも断水時間、それをいかに短縮できるような、そういう取り組み

にするかということが大切なわけでありますので、それらの取り組みにつ

いての対策というものを講ずる必要があるだろうということであります。

改めてこのことについてお伺いをしたいと。以上です。 

 

委 員 長         （浅野正之君） 

  産業振興課長庄司正巳君。 

 

産業振興課長 （庄司正巳君） 

  初めに、移転従業員の定住化対策の関係でございますけれども、特にセ

ントラル自動車につきましては、大栄会という仙台北部工業団地関係の関

連の企業さんのそういう会員にも新たになっていることもございますし、

さらに大和町に寮もあるもんですから、そういうパイプというんですか

ね、つながりを持ちながら、さらに定住の促進にも努めていきたいなとい

うふうに考えております。 

  さらに、「まるごと茶屋」につきましては、中山委員さんおっしゃると

おり、やはり観光物産協会、観光と物産ということもあるもんですから、

その「まるごと茶屋」の方に、特産品というか、町の推奨品として認定し

たものもあるもんですから、そちらの方もＰＲするような形で、今後、関

係者と努めていきたいなというふうに考えておるところでございます。 

  それから、新エネルギーにつきましては、４月の広報でまた皆さんの方

に周知する予定でございますので、ぜひそれを活用してもらうように推進

を図っていきたいというふうに思っております。以上でございます。 
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委 員 長         （浅野正之君） 

 上下水道課長渋谷久一君。 

 

上下水道課長 （渋谷久一君） 

  お答えします。 

  老朽管対策につきましては、先ほど申し上げました計画で、一応、創設

当時の水道管につきまして、布設替えの計画、完了いたすということでご

ざいます。ただ、今後、第３次拡張時代の配水管ということになります

と、今現在、漏水対策ということで実施しております。そちらの方で給水

の安定を図るための先ほど申し上げました漏水対策として実施をしていく

というような形になるかと思います。 

  さらに、吉岡町内につきましては、創設当時からと、それから拡張した

分がございます。そちらを含めまして、漏水の際の断水の時間等の短縮の

ための管のループ化等によりまして断水時間の短縮等が図られるように、

管網を飛躍的に整備をしていくというような形に考えております。 

  さらに、落合地区、鶴巣方面につきましては、現在、単管での送水管と

いうことでございますので、現在、５カ年計画で鶴巣落合線の強化対策と

いうことで、こちらも漏水の時間の短縮とか、漏水がないような水道にす

るための一つの事業として実施している状況にございます。以上でござい

ます。 

 

委 員 長         （浅野正之君） 

  15番中山和広委員。 

 

中山和広委員 

  庄司課長、１点だけ。というのは、町の推奨品、これの展示即売も当然

しているわけでありますが、商工会がですね、この１店とか１カ所だけで

取り扱うんではなくて、町の推奨品、いわゆる名物、特産品というのは、

商店街、商工会、どこでも取り扱うような、そういうふうにしていかない

と、せっかくつくった推奨品が、名前が知れ渡らないといいますか、どこ

で買ったらいいのかわからないという、そういうこともありますので、そ
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ういうものも含めた活動といいますか、それが観光物産協会なり商工会、

そういうところで取り扱えるような体制をつくるべきだというふうに思っ

ておりますので、この点だけ、１点だけ、これは町としての指導として、

商工会、観光物産協会にですね、ぜひ取り組むべきだというふうに思いま

すので、この１点だけ、考え方を伺います。 

 

委 員 長         （浅野正之君） 

  産業振興課長庄司正巳君。 

 

産業振興課長 （庄司正巳君） 

  今中山委員さんおっしゃるとおり、地場産品といいますか、推奨品です

ね、なかなか普及していないという部分もございますので、商工会関係と

か、いろんな関係の方とも相談しながら、その普及方法について今後対応

していきたいなというふうに思っております。 

 

委 員 長         （浅野正之君） 

  そのほか質疑ございませんか。ないんですか。平渡髙志委員。 

 

平渡髙志委員 

  それでは、前者も先ほど、37ページ、グリーンニューディール事業のこ

とでありますが、この前、私もいろいろ、電球取りかえるとき青色の防犯

灯を設置したらどうかという話を一般質問等々でもやっておりますが、一

つですね、あのときの答弁で電力が余計かかるというような答弁だったん

ですけれども、ある事業者から電話参りまして、「いや平渡議員、あれう

そですよ」と、逆に青色灯の方が省エネになるっていうようなことも伺い

ました。それで、モデル地区としてですね、車上荒らしなんか等々多い地

区が結構あります。そういうところに、５基、６基ぐらいでもいいですか

ら、モデルとして、どうせ取りかえるんであれば、そのこともご検討願え

ればと思います。 

  あと、63ページの八志田堰用水路改修事業 966万 4,000円、この事業ず

っと継続しておるんですけれども、昨年、大雨等で、余り上の方の流れが
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よ過ぎるために下がやられたというようなことで、事業の計画の見直しを

するといったような課長答弁もあったわけでございますが、延長どこまで

するかわかりませんけれども、やはり後ろから私はやっていくのが筋でな

いのかなと。やっぱり上の方だけ整備しても、その水が一気に下の方にあ

ふれ出るような、そのあげくに下の方の被害が大きくなるといったんで

は、せっかく事業やっているので、むだになりますので、やはり下の方か

ら私はやるべきではないのかと思いますが、そのお考え。 

  あと、もう一点は、 254ページの、主要施策は27ページですね。合併浄

化槽、18年度から今年度までで、事業、一応終わりの予定でありますが、

この前の一般質問等々では、また延長すると。ただ、この合併浄化槽、今

までの農集排、また普通の浄化槽等の、浄化槽でないな、下水道ですね、

それに入ってないところに合併浄化槽をやるというんですが、その目安で

すね。幾ら戸数が、合併浄化槽設置しなければならない予想の数ですね。 

  それで、結局今まで 100何基ぐらいしか使っていない。今期も10基です

よね。いつまでたってもずっと延長、延長では、私、今のやり方からし

て、補助金等の見直し等が今ありますけれども、それで打ち切られた場

合、やはりせっかくの事業が駄目になるんでは私もちょっと腑に落ちない

ので、これを３年なり、延長するのに長くだらだらとするんじゃなくて、

ここでこれで終わりですから早くしてくださいといったような、やはり

私、広報もしなきゃならないのかなと。いつまでたっても延長、延長でい

ったんでは、この事業なくなった場合どうするのかと。町で全部負担する

のかということになりますので、延長するにも３年なら３年で切って、こ

の間しなければ、あとは町ではこの合併浄化槽に関しては責任は持ちませ

んよといったような強い指導しなければ、私はいつまでたってもできない

のかなというようなので、その辺、課長のお考えお願いします。以上３点

です。 

 

委 員 長         （浅野正之君） 

 都市建設課長高橋  久君。 
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都市建設課長   (高橋  久君)  

  防犯灯の青色防犯灯の件でございます。今回の切りかえのところでは、

今回ちょっと想定はしていなかったところもありますけれども、こういっ

た取り組みが可能なのかどうかということも、切りかえですから可能だと

思いますけれども、事件の多発地、あるいは、そういったところが想定さ

れるような場所等について、警察の方ともちょっと、どういったところが

そういうような状況があるか情報収集して、必要であれば、その取りかえ

も、青色にして未然防止に努めることも、防犯灯ですから、必要なのかな

というふうに思うところでありまして、現状においてそういった多発地的

なところがどういったところがあるのか、そういうところも調査して取り

組んでみたいというふうに思っております。 

 

委 員 長         （浅野正之君） 

  産業振興課長庄司正巳君。 

 

産業振興課長 （庄司正巳君） 

  八志田堰の関係につきましてご説明をさせていただきたいと思います。 

  平成22年度でございますけれども、八志田堰、八志田の公民館から東側

ということで、全体事業費が約 5,800万円、そのうち６分の１ということ

で 966万 4,000円を今回計上というふうなことでございます。 

  八志田堰につきまして、現状の堰を修繕というような形で進めておるわ

けでございまして、排水対策につきましては、町だけじゃなくて、防衛の

方にもこの前の災害の関係で現状は伝えておるわけでございますけれど

も、さらに全体的な観点からそういう災害防止というものを対応していか

なければならないのかということでございますので、さらに防衛、あるい

は県の関係にも、さらに連絡をしていきたいなというふうに考えておりま

す。以上でございます。 

 

委 員 長         （浅野正之君） 

 上下水道課長渋谷久一君。 
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上下水道課長 （渋谷久一君） 

  お答えいたします。 

  合併浄化槽につきましては、５カ年計画で、当初アンケート等で、対象

者のうち未設置部分で約 600基ということで調査がされている状況にござ

います。その中で 500基を５カ年でということでの計画、実施というよう

な状況でございます。現在 188基ということでございますので、全体計画

での残りは 500基程度あるんではないかということでございます。 

  ５カ年での今回事業につきましても、今回を５年間に限ってですね、事

業を実施するということで進めてきたわけでございますけれども、この間

の状況のお話、調査の回答のとおりですね。やはり家庭の事情、あるいは

家屋の状況、経済の状況等々で、その期間内にどうしてもできないという

ような状況でございます。 

  幸いにして、国の事業が、この浄化槽事業の方向にある程度予算がです

ね、事業が展開されるというような流れがございまして、そちらで引き続

き、下水３事業での地域の水環境の整備という観点から推し進められる事

業があるということで、循環器型も適用して、今後、これも５カ年でござ

いますので、今度の５カ年は、今度こそ５カ年だっていうような形でです

ね、やはり進めていかなければそれはならないものと考えております。 

  単独事業でやっていくとなれば、公平、不公平の問題もありますけれど

も、これはやはり大変財政的に負担なことでございますので、できるだけ

そのような形で、今まで５カ年の事業の反省を踏まえて、さらに５カ年の

事業を進める上で、計画を組んでいかなければならないと考えておりま

す。 

  では、今度の５カ年につきましては、残っている分を全部ですね、基数

を計画に上げるというような形ではなく、やはりある程度年次計画の中

で、それぞれ調査を含めまして、ある程度の５カ年での計画を固めた上で

スタートせざるを得ないものと考えておりますので、その際に、できるだ

け設置の期間内にしていただくようにお話をしていかなければならないも

のと思います。 
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委 員 長         （浅野正之君） 

  暫時休憩します。 

 

    午前１０時４４分    休 憩 

    午前１０時４５分    再 開 

 

委 員 長         （浅野正之君） 

  再開します。 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 ４番平渡髙志委員。 

 

平渡髙志委員 

  防犯灯ですね、これあくまでも防犯灯ですからね、ただ明るくすればいいというん

では私もないと思います。今課長言ったとおり、るる検討するということですので、

なるべく実現できるようご期待を申し上げたいと思います。 

  あと、今の八志田堰等々、一応下の方も見ていただいたということです。せっかく

解消するんですから、やっぱりよりよい方向でこれも行ってもらいたいと思います。

これは答弁要りません。 

  あと、合併浄化槽、やはりこれは、公共下水道、あと農集排等々の該当ならないと

いうことで、これは不公平じゃないのかということで合併浄化槽の事業をやったと思

うんですが、そう言いながらも、いざ始めると、いやちょっと、いろいろ事情がある

ということで、ないんですけれども、農集排とか、あと公共下水道の方は、ある程度

半強制的に、３年以内にやれとか、そういうので、お金も１区画20万円近くですか

ね、取られながらもやった経緯もあるんですよね。ただ、こういうふうに町の方で設

置型をやりますからと言っても、家庭の事情では、私はちょっとこれはおかしいんじ

ゃないかと。何で我らのところには来ないんだと言いながら、いざやってみると、ち

ょっと都合が悪いんでは私はおかしいので、これはやっぱりちゃんとした説明をしな

がら早急にしないと、これに対して職員も抱えているわけですから、10基ずつ年間や

ったんでは50年もかかりますよ、 500基もやるんであればね。そういうことないよう

に、早期にこれも進めていただきたいと思いますが、その点いかがでしょうか。 

 



24 

委 員 長        （浅野正之君） 

 都市建設課長高橋  久君。 

 

都市建設課長   (高橋  久君)  

  青色防犯灯の件でございます。委員おっしゃるとおり、防犯ですから犯罪の未然防

止が目的になるかというふうに思います。そういう意味におきまして、直接的に犯罪

に結びつかないような方策ということも考えられますし、また、そういったことをと

ることによって、間接的にその周辺に住む方なんかにも、何でというふうなことでの

意義づけもされるのかなというようなことも考えられます。そういったことで、モデ

ル的にどこが適当なのか、そういったことも含めて調査・検討したいというふうに思

っております。 

 

委 員 長        （浅野正之君） 

 上下水道課長渋谷久一君。 

 

上下水道課長 （渋谷久一君） 

  今後の事業につきましては、そのような、強制的というわけにはなかなかこれはい

かない面もあります。下水も農集排もそうですし、そのような中で、先ほど申し上げ

ました５カ年、５カ年で10カ年通算で、例えばですね、今後事業採択なればですね、

10カ年の事業でございますので、その辺のご理解をいただいて、ある程度、ご理解と

ご協力が得られるように最大限努めていかなければならないものと考えます。以上で

ございます。 

 

委 員 長        （浅野正之君） 

  14番中川久男委員。 

 

中川久男委員 

  前者に関連しますが、説明資料63ページ、農地費の19節の負担金補助、ここで前者

も申し上げたとおり、八志田堰水路の改修事業、平成17年～23年とございます。この

辺は、先般、今説明がございましたが、最終的な八志田堰の修理なりが全面的に終わ

っているわけですよね。その辺で、担当課としまして、今、八志田公民館からのそこ
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までの水路の拡幅、あとは既存を生かした中の修理というような形で、今般も 900幾

らとっております。この辺で、実は自衛隊前、研修センターですね、あそこの西原の

アパート、１、２、３とございます。あそこの水路も八志田堰ですけれども、立派な

幅のいい深さのある側溝でございます。そんな関連ですね、やはりこの住宅街、そし

て防衛庁が隣接しているその水路、その辺の計画が、前者もお話ししているととお

り、上から下に流れるもんですから、どのような町で今後対策をしていくのかなと。 

  通称大堤公園も、その水路からの一部の引込線も今は閉鎖の状態でございますか

ら、今利用していません。その水路そのものが、一つの水路がなくなることによっ

て、この町の中に流れる水の量が必ず増えてきます。そういった面を考慮しながらで

すね、やっぱりこの町の中、遠藤重一商店の前も通っていますよね。やっぱりそうい

った関連をまずもって、上からもそれはやむを得ない事業なんだとは思いますけれど

も、やっぱりこの地域に住む皆さんのところで溢れたり、そして側溝が昔ですから奥

に入っています。のり面は土側溝です。それ以上の格差が上がれば必ずのり面が崩壊

していきます。ぜひその辺、産業振興課の方でも計画的に恐らくやられるとは思いま

すけれども、ぜひその辺のアパート周辺の八志田堰の側溝なり深さなり調査をして、

やれるところはそのように進めていってもらうのが作業順序の適切な運営方法でない

のかなと、このように思いますから、ぜひその辺ご説明を願いたいと思います。 

 

委 員 長        （浅野正之君） 

  産業振興課農林振興班長大塚弘志君。 

 

産業振興課農林振興班長 （大塚弘志君） 

  中川委員のご質問にお答えいたします。 

  吉岡の町の中の八志田水路の改修というふうな意味に１点目としては聞いたわけで

ございますが、今現在、八志田堰水路が設置されている大きさにつきましては、当

時、受益面積を勘案しての断面で決定されているものと承知しております。 

  また、吉田地区内の上流部につきましては、水路が老朽化いたしまして、漏水等に

よりまして下流域に必要量の水が、用水が手当てができないというふうなことで、上

流から修繕をいたしているものでございます。以上でございます。 
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委 員 長        （浅野正之君） 

  14番中川久男委員。 

 

中川久男委員 

  ただいま説明ございましたけれども、上流の方と下流の方の水そのものの敗毀で漏

水がひどいというような形の烝民の修正、修理ということですけれども、ぜひ上の方

も見合った形のね、かなり漏水しているところもあると思いますので、ぜひ山ノ神か

ら研修センター、そして、あそこの恐らく、今であると弁天堤もその八志田堰を農繁

期は使っているわけですから、ぜひあの辺の調査を今後ともしていただきながら、前

向きに改良できるところから進めていただきたいなと、このように思います。 

 

委 員 長        （浅野正之君） 

  答え要りますか。（「一言」の声あり） 

 農林振興班長大塚弘志君。 

 

産業振興課農林振興班長 （大塚弘志君） 

  中川委員のご指摘どおり、検討を加えた中で、防衛当局とも協議をしながら、事業

の実施に当たっては協議をしていきたいと思います。以上でございます。 

 

委 員 長        （浅野正之君） 

  暫時休憩をいたします。 

  休憩の時間は10分間とします。 

 

    午前１０時５４分    休 憩 

    午前１１時０２分    再 開 

 

委 員 長        （浅野正之君） 

  再開します。 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  先ほど中山委員の上下水道課の質問がありましたが、上下水道課長より補足説明が

ございます。 
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上下水道課長 （渋谷久一君） 

  すみません、お時間をいただきます。 

  先ほどの老朽管の対策で、創設時の管につきましては、すべて25年まで完了と申し

上げました。これにつきましては、ちょっと誤りがございましたので、訂正させてい

ただきます。 

  というのは、西部地区にかかわります土保田線、これ 890メートルの石綿管でござ

います。こちらは計画上、これからの状況にもよりますけれども、一応老朽管対策で

は対象外といたしておりますので、その分につきましては残るということになります

ので、その点、訂正をお願いいたします。 

 

委 員 長        （浅野正之君） 

  15番中山和広委員。 

 

中山和広委員 

  土保田地区 890メートル残るということは、この残り 1,892メートルの中に 890メ

ートルがあるということね。 

  もう少し聞きますから。それから、この土保田地区は、そうするといつの時期にこ

れは布設替えをするのか、更新するのか、それと２点お伺いします。 

 

委 員 長        （浅野正之君） 

 上下水道課長渋谷久一君。 

 

上下水道課長 （渋谷久一君） 

  土保田地区につきましては、区画道路等の計画関係もございまして、開発計画等と

の絡みで、現在のところは布設替えの計画をいたしておらない状況にございます。幹

線上、漏水も発生をしている箇所がございますが、その都度の修繕で対応している状

況にございます。ただ、今後、管のそういう老朽化が進む中で、東側、西側等の家屋

連檐地域等もございますので、その辺を考慮して、できるだけ、応急とは申しません

けれども、安定的に供給ができるような布設、一部布設替え等ですね、そういうもの

も検討はしていかなければならないものと考えております。（「終わります」の声あ

り） 
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委 員 長        （浅野正之君） 

  ６番髙平聡雄委員。 

 

髙平聡雄委員 

  それでは、66ページです。商工振興費の中で物産協会さんがかかわる予算というん

ですか、どういったものがあって、どれぐらいの費用になるのか教えていただきたい

と思います。 

  あとは、70ページ、71ページにかかわる道路新設改良費の中の13節の委託料並びに

工事請負費、14節でしょうか、交通ターミナルの整備事業と説明を受けたと思います

が、このことについてお伺いをします。 

  ３月５日にちょうだいした全員協議会説明資料の大和町の第４次総合計画実施計画

の中の変更事項ということで、前倒しをして、21年度から23年度まで、総事業予算と

しては３億円でしょうか、に係る予算規模での事業でございますが、これについて、

そのほとんどは多分土地取得費用に当たるんだろうと思いますが、土地取得費用以外

の費用の内訳、例えば駐車場として整備するのにどれぐらいかかるだとか。何かこの

間のお話を聞きますと、２階建ての駐車場も整備するんだという予定だというふうに

伺った。そういった費用、あるいは附帯する設備というんでしょうか、そういったも

のの費用の金額を教えていただきたいというふうに思います。 

  それとあわせて、この２階建て駐車場にするといった場合の、先日伺った、政策会

議の方には、需要予測というか、利用予測というか、そういったものは政策を議論す

るテーブルにはのってこなかったというお話を伺ったわけでありますが、これについ

て担当課に聞いてくれと言われましたので、需要予測計画、どのようにされているの

かお聞かせをいただきたいと。 

  あわせて、71ページの一番下に河川費とあるわけですが、これに関連することなん

でしょうか。バスターミナルの北側にある、要するに役場庁舎の裏側の堀ありますよ

ね。あれの中に相当の雑木があるんですが、今後あそこにいろんな形で視線が集中す

るわけですが、それは町の整備として何か考えられないのか。今の状況のままで新庁

舎を利用するというのに、ちょっと環境整備としてはいかがなものかという観点から

ですね、お聞かせをいただきたいと思います。 
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委 員 長        （浅野正之君） 

  産業振興課長庄司正巳君。 

 

産業振興課長 （庄司正巳君） 

  髙平委員のご質問にお答えいたします。 

  大和町の物産観光協会に係る予算でございますけれども、68ページに補助金という

ことでございまして、町観光物産協会 190万円、あと、その下にお立ち酒全国大会実 

行委員会90万 2,000円、これが観光物産協会にかかわる予算でございます。以上です。 

 

委 員 長        （浅野正之君） 

 都市建設課長高橋  久君。 

 

都市建設課長   (高橋  久君)  

  髙平委員の交通ターミナルの関係のご質問にお答えをさせていただきます。 

  １点目は、費用の内訳ということでございます。現在、その施設面、どういった面

でその整備をしていくかというようなことで、あらあらの絵を、案をつくっていると

ころでございますが、総事業費の３億円のうち、２億 6,000万円につきましては用地

費でございます。残り 4,000万ちょっとでどれくらいのものができるんだというよう

なことになろうかと思いますが、現在の積み上げ状況でございますが、内部的にまだ

詰めたところではないけれども、あらあらのところでございますが、駐車場に舗装し

ただけでもそのぐらいの費用はかかります。したがいまして、これから交差点改良な

んかもしないといけない。それから、駐車場は舗装しただけでも３億円を突破する形

態になるのかなと。その上に上物でございますから、その額をいかに抑えるかとい

う、あるいは、どれぐらいのレベルにするのかというようなことも今議論していると

ころでございます。そういったところで、予想ですが、まだ決まっていないので、は

っきり責任持って言える数字ではありません。施設整備に１億円は要するのかなとい

うふうな状況を想定はしておりますが、これから詰めたいというふうに思います。 

  それから、２階建ての駐車場の関係でございます。利用見込み、算定が出されてき

ております。これによりますと、その数値を使ったのは、平成17年国勢調査と、それ

からパーソントリップの通勤・通学動向をベースにした数字でもって、仙台北部中核

工業団地に通勤者の想定数、それをはじきまして、それに基づく利用想定なんかをし
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ております。 

  北部工業団地の方は、全体的に 2,700人ほどの従業員がいるだろうと、そういった

中で、そのうちの町内、町外ございます。そういった数字を出しまして、結果的に、

現状の自動車利用者想定数からすると、北部工業団地関連で使う方は28台ぐらいにな

るんじゃないかと。詳しい数字はございますけれども。それから、仙台方面の通勤者

の利用が考えられます。これもそういった状況から推計しますと 104台ほどになる

と。それから、買い物で行かれる方もいらっしゃる、バスを利用してですね。そうい

った方が多く見て64台ぐらい想定されると。したがいまして、数値的には 196台、 2

00台ぐらいのものが考えられると。 

  今回想定しています駐車場の１階部分でいきますと、 114台とめられるものになっ

てございます。こういった予想数値からして、２階建てが必要なのかどうかという議

論がありますし、それから総経費が２階建てになりますと、先ほど申し上げました数

値をさらに上積みになる計画になるものでございます。そういったことを総合的に勘

案していく必要があるだろうというふうなことで現在考えているところでございま

す。 

  河川、洞堀川のことでございます。洞堀川の方につきましては、河川愛護会の方で

土手の部分の除草作業を請け負って、河川愛護会の方でやっておりますが、河川の中

については県管理でございますので、県の方にこれを何とかしてくれということで何

回も交渉しているんですが、なかなかそういうことで、これはもう少し粘り強く、強

く要望して中をきれいにしていただかないとやはりまずいというふうに思っておりま

すので、今後も、中の方の整備を一たんきれいにしてもらって、その後は何とかする

からというふうな話で持っていきたいというふうに思っております。そういうことで

ございます。以上でございます。 

 

委 員 長        （浅野正之君） 

  ６番髙平聡雄委員。 

 

髙平聡雄委員 

  観光物産協会の件でありますが、直接的な補助金としては 280万円だというような

ことでありますが、これに合わせて、あとは町の主催するというか、さまざまな事業

体の主催する行事に参加しているわけですよね。 
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  私もちらっと今回21年度の物産協会の決算書というのを拝見、初めてでしたけれど

も、拝見をさせていただきました。さまざまな事業、数多くおやりになっていらっし

ゃるということで、これまでは事務局を産業振興課の方で担われて、今後もそうなん

でしょうが、今回、22年度にですね、事務所が今移転しようじゃないかという観点か

ら、今予算計上なんかされておるようでありますが、その目的の中に、法務局の印紙

の販売、印紙でしたっけか、証紙かな、の販売業務があるために、言ってみれば、パ

ックで同じところに置くというようなご説明をいただいたわけですが、言ってみれ

ば、じゃ観光物産協会、今後の役割、証紙だか印紙の販売、売りさばきが事業なのか

みたいなことになりかねない。それは人員的な配置もたしか１名だったように思いま

すし、これまでやってきた事業関係に、どのように観光物産協会として事業に参加し

ていくのか。留守番もいなくて大丈夫なのか。あるいは、産業振興課としてこれまで

ともにやってきた部分について、連携がとれないのではないかというふうに懸念をす

るわけであります。 

  その主たる要因としては、新庁舎移転するために現在の施設を解体するから、移転

先を考えた結果なんだというようなご説明をいただいたわけでありますが、それに費

用をかけるんであれば、現在地にそのままで、移転の費用かけずにですね、現在地に

そのままで、そこに物産協会が一時的に同居するというような形で、連携が十分とれ

るかどうかの検証だとか、そういったものをした上で拠点の位置づけをするというこ

とでいいのではないかと。一方で、コミセンの方はまだ補助金の関係で最終的な補助

先からの了解も現時点ではいただいていないというようなお話もございますので、十

分にそれは検討に値するのではないかというふうに思うんですが、担当課として不便

ないですか、お伺いをしておきます。 

  それと、この２階建ての駐車場の件であります。これ 4,000万円の予算の中で舗装

あるいはその他もろもろをやらざるを得ないんじゃないかということなのか、施設整

備に１億円ぐらいかかるから、さらに補正予算で上げなきゃならないということなの

か、その辺がちょっといまいちわからなかったので、もう一度その辺を聞かせていた

だきたいのと、それと需要予測、どういうわけで政策を上げるときにお話しにならな

かったのか存じませんが、担当課としては約 200台ぐらいの利用、マックスね、マッ

クス予測ができるというお話なんですが、まあどうですかね、マックスで当然考えな

きゃならないことなんでしょうが、当初からこれだけの利用見込めるというようなご

判断をなさっていらっしゃるんでしょうか。 
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  あの土地に関しては、さまざまな経緯があって、取得に対する議会からの請願に対

する返答として採択という関係もあって、取得に向けてご努力をされる。これは当然

のことですから、この取得に関しては補助金を使ってというのは、それは心理的にわ

かりますし、そのこと自体は全くあっぱれというふうに思いますが、それ以上のこと

についてはですね、むだ金にするのか、あるいは将来的に、この間も議論しました

が、つくることによって、それを解体だとか別の用途にするということの足かせ、要

するになるのは、あそこの用地、位置づけからしてですね。ただの駐車場だったら調

整区域で十分なわけですから、３億円の駐車場ですから、あそこは高度利用するべき

土地ですからね、後からそういうことに支障の出るような整備の仕方というのはいか

がなものかと私個人は考えております。その点について、この予算をそのまま執行す

るという考えに変わりはないでしょうか。 

 

委 員 長        （浅野正之君） 

  産業振興課長庄司正巳君。 

 

産業振興課長 （庄司正巳君） 

  観光物産協会の事務局の関連でございますけれども、観光物産協会、先ほどの予算

のとおり、約 280万円という予算でございますが、観光につきまして一番大きいもの

がお立ち酒の全国大会、それから物産関係につきましては「大和まるごとフェアｉｎ

仙台」ということで、仙台に行きまして、地場産品等の関係、皆さんとの物販という

か、そういう販売というようなことが一番大きいわけでございます。やはり町と観光

物産協会、一応表裏一体といいますか、連携しているもんですから、やはり１カ所が

一番望ましい姿であろうかなというふうに思っております。 

 ただ、今回の場合、新庁舎の関連ですね、補助の関係で、内部といいますか、いろ

いろ協議させていただきまして、コミセンということになったものですから、これに

つきましても、関係課ですね、総務と、あとコミセンですと環境生活課ですけれど

も、それから町と、それから当然観光物産協会の会長なんかとも詰めていきながら、

よりよい形で推進するように努めていきたいなというふうに考えております。以上で

ございます。 
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委 員 長        （浅野正之君） 

 都市建設課長高橋  久君。 

 

都市建設課長   (高橋  久君)  

 交通ターミナルの事業費の関係でございます。 4,000万円の中での施設整備という

ことでのお話で、先ほど１億円というような話を申し上げましたけれども、その 4,0

00万円の中では下物をつくってもまだ足りない状況かなというような今状況にござい

ます。したがいまして、事業費を変更して、その上物分については上積みせざるを得

ないというふうな考えでおります。今回、待合所とか、それからバスプールの整備と

か、そういった駐輪場とかの整備については上回ってくるのかと。総額でその施設整

備の関係では、用地費を除けば約１億円ぐらいになるのかなというふうな、ここはも

う一度内部で詰めていきたいというふうに思っております。 

  ただ、この中に２階建て駐車場が入っているかというと、入っていない数字であり

ます。ですから、２階建てとなりますと、またさらに上積みされることが私の方では

今のところ想定しております。そういった中で、当初 300台の予想で事業計画をした

ところ、どうしても２階建てにしないと 300台はおさまらないという発想でございま

した。今回、基本設計の方を委託して、全体として先ほど言いましたマックスで 200

台。そういったことも考えますと、どういった施設整備が望まれるのかということ

で、当初からその 200台ぐらいがどんと来る状況が現実的に考えられるか、あるい

は、そういった施策をとっていくのが、これが必要なことだというふうに思っており

ますけれども、当面その状況を見ることも必要なのかなというふうに思っておりまし

て、現実的には１階でやるのがベターなのかなと、ベストなのかなというふうな思い

を今持っているところでございます。 

  今回の駐車場の整備の事業に関して、この事業で取り組んでやっていくこととして

予算化をお願いしているところであります。今回の駐車場の整備につきましては、一

つは交通の利便性、通勤・通学の利便性の確保、拠点性を高めて、そこでいろんな結

節点を持っていくというふうな一つねらいもございます。また、省エネといった観点

のものもございます。あと、また隠れたところでは、まちづくりの拠点性を高める。

そういったことにおいて、セントラルなり、あるいは企業従業員の張りつきをこの周

辺で高めていきたいというようなものもございます。そういったねらいもありまし

て、事業を行ってまいりたいというふうに思っているところでございます。 
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委 員 長        （浅野正之君） 

  ６番髙平聡雄委員。 

 

髙平聡雄委員 

  物産協会の位置づけについては、解体ありきというこの施設のですね、その中で、

どこかにやらなきゃならないという振り分けの中でしか検討されていないんじゃない

かという懸念が私はあります。この機会に、解体するんであれば、本格的に全庁的な

スクラップ・アンド・ビルドという観点から、政策の中で判断すべきものであろう

と。例えばあそこに真っ赤な屋根、目立っていますけれども、振興公社の事務所にも

なっていますけれども、町で借り上げているＮＴＴのものですね。ああいったものを

返却をするだとか、他にそういう無駄な、無駄というか、この際、整理統合すべきで

ないかというようなものの観点の中で、十分検討されるべきではないかというふうに

思います。 

 また、それを上回ってですね、その事業執行に支障が出かねないような、これまで

事務局としてやってきた産業振興課から離れて、たった一人の形で運営させるという

ようなことが、果たして、産業振興というか、観光振興というか、そういった観点か

ら、果たして機能するのだろうかというふうな懸念があります。ぜひ、まだ壊してい

ないわけでありますから、十分な検討をなさるべきと指摘をします。 

 それと、２階建て駐車場の予算はこれに入っていないという、初めて今わかりまし

た。ということは、もしそういうものをつくる場合には、新たに上積みが必要になる

んだということですね。はい、わかりました。 

 今課長が申された拠点化と、あの場所はまちづくりの拠点にしなきゃならないんだ

ということ、二度三度今申されましたけれども、とても大切なことでして、その視点

以外にはないと思いますね。その意味からして、駐車場の整備よりも最優先でしなき

ゃならない、その土地を有効活用してですね、しなきゃならないものというのがほか

にあると思いますね。要するに、そこに人が利便性を求めて来るような、駐車場とし

てじゃなくて、そこに利便性を求めて来るようなものですよ、公共物ですよ。そこを

利用する人がそこに来れば、当然マックスの利用車両も確保できるわけですよ。考え

方としては反対ですよね。そこに人を集めて利用させるということであって、何も利

用しないのに駐車場だけつくるというのは、理論上、反対ですよね。だから、そうい

う観点からですね、あそこにどういう形で公共物として利用価値を高めるかという観
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点で、ぜひ検討を深めるべきだと指摘をします。そのための予算づけにすべきだろう

というふうに思います。 

 あと、河川敷の伐倒ですけれども、県に委託をしているということで、なかなか予

算の関係もあってという話、県にはなかなかここから声が届きませんので、課長にお

願いする以外にないんだけれども、どうなんですか、これ。町で先行してこの際に切

ってしまわないと、さまざまな形でご意見をいただくようになるんじゃないですか、

いろんな方から。切るのを待っていられないんじゃないかなと思うんですが、いかが

でしょうか。 

 

委 員 長        （浅野正之君） 

  産業振興課長庄司正巳君。 

 

産業振興課長 （庄司正巳君） 

 観光物産協会がコミセンでもって機能するのかというようなお話でございますけれ

ども、ここに至るまで、やはり関係の課等ですね、いろいろ詰めて話し合いしまし

て、課題を整理してこのような形になってきておりますので、与えられた中で努めて

いきたいなというふうに、そのように考えておるところでございます。 

 

委 員 長        （浅野正之君） 

 都市建設課長高橋  久君。 

 

都市建設課長   (高橋  久君)  

  まちづくりの拠点化というふうにターミナルの位置づけについてお話をいたしまし

た。ここを利用していただいて、この周辺でそういった機能があって、さらに高度利

用がされれば、なお結構なことであろうかというふうに思いますし、役場周辺の土地

の利用のあり方等にもかかわるのかなというふうに思っているところでございます。

そういった意味で、その周辺にそういった機能を持ち合わせたものの利用があれば、

なおよろしいかなというふうに思うところでございます。 

 もう一点、洞堀川の木の件でありますけれども、県の管理なもんですから、町とし

てこれを行うというようなことにはなかなかまいりませんので、やはり県にしっかお

願いしていくというふうなスタンスでいきたいというふうに思います。よろしくお願

いします。 
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委 員 長        （浅野正之君） 

 その他ございませんか。11番鶉橋浩之委員。 

 

鶉橋浩之委員 

  何点かお伺いをします。 

  64ページの水田農業構造改革の関連なんですが、先ほどもあったわけなんですが、

今年度からモデル事業というようなことで、いろいろ内容を見ますと、いわゆるモデ

ル事業の交付金ですか、これの支払いが、何か国の機関から直接農家へ支払われると

いうような説明がされているわけなんですが、そういった中で今回の予算づけ、転作

の確認の立ち会いとか、賃金とか、いろいろ計上されているわけなんです。 

  お伺いをしたいのは、そういう交付金のあり方が国から町を経過をしないで直接農

家に交付されるというような中で、いわゆる事務費の系統といいますか、町がこの事

業を進めるに当たっての国からの援助というのは、どういうふうに変わるかという部

分。それから、ことしはモデル事業の年であるというようなことで、いわゆる激変緩

和措置というのがとられるわけなんですが、これについても町で大豆とかそばに対す

る上積み等々考えていらっしゃるようなんですが、この激変緩和措置のいわゆる交付

の流れというものは、これも町を経由しないのかどうか、その辺のところをお伺いし

ます。 

  それから、前のページになるわけなんですが、ちょうど補助金の中、負担金です

か、初日、財政課に私間違って聞いてしまったわけなんですが、県営土地改良事業 6

18万円、これたしか勝負沢のため池の改修だと思うんですが、これ、いわゆる県営事

業というようなことで、国50、県39、地元が11というようなことで、言ってみれば1

1％分を今回計上したというふうにとるわけなんですが、そうしますと、この県営事

業、11％の負担をするということは、恐らく 5,000～ 6,000万円の事業が勝負沢ため

池、ことしはなされるのかなというふうに予想できるわけです。 

  主要事業見ますと１億 4,000万円の工事費となっていますから、もう調査測量から

本体工事に入るのかなというふうに思われるわけなんですが、なぜ伺いますかという

と、いわゆる政権交代によって、かなり、こういった農業・農村関係も含めて、整備

予算が60何％減というような状況の中で、本当にこういうことが勝負沢についてはで

きるのかどうか、それを確認をいたしたいと思います。 

  それから、その下の八志田堰の水路事業、先ほども出ました。ことしは 966万
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 4,000円、これは６分の１の負担ですから、恐らく22年度も約 6,000万近い事業費。

これについては、過去４カ年、21年度、４年目をやって、町道割前坂下線の坂下まで

４年で完了というところまで来ているわけですね。その以降については、まだ調査設

計に入っていないというような今まで確認したことがあるわけなんですが、これ調査

設計の中で確定をして、これだけの予算計上というふうになったんだと思うんです

が、どういう工事の内容になっているのかという部分。それから、以前から申し上げ

ておりました、この八志田水路についての一番の問題点というのは、いわゆる21年度

工事完了地点から約１キロ下の明ケ沢の合流地点、あそこからいわゆる田久根川に分

岐するまでの間、それから田久根川の下流、あそこが一番問題点になるわけなんです

が、それが調査設計の中でどういうふうに位置づけられたかという部分です。今年の

予算づけに当たって、その辺をお伺いをしたいと思います。 

  それから、都市計画の関係で、土地区画整理費の関係で、ことし１億円の貸付金、

（「何ページでしょうか」の声あり）72ページに計上されているようです。土地区画

整理費の中の貸付金、これ説明では大和インターと吉岡南、第二南に無利子で貸し付

けをするという内容でしたが、それぞれどういう割合で貸し付けをなさるのか。 

  それから、第二南に関しましては、今まで未収になっていた１億円について、今回

歳入の方に計上されておる。恐らく返却がされるということなんだろうと思いますけ

れども、これは予算に入れたというようなことで、この見通し、いつ頃返却の見通し

があるのかという部分。 

  それから、先ほど来のバスターミナル事業の関係で、これは昨年の12月の定例会

で、いわゆる補正予算、この事業の用地 7,000平方メートルですか、２億 4,600万

円、これを取得することを議決済みなんですが、これもう執行はされたんですか。去

年の12月の予算ですね、執行されたかどうか。その執行に当たって、当然、先ほどの

１億円の買い付けの問題とあわせて、開発負担金等々の話し合いもしなくちゃならな

いんじゃないですかというようなことも申し上げました。それも当然協議をしてまい

るというような答弁だったので、その状況。一体この南第二地区、開発負担金、どれ

ぐらい滞納になっているのか、その部分、あわせてお伺いをします。 

  それから、下水道課長、本委員会、最後ではないかと思う。ちょっと下水道事業の

関係で、 220ページ、この中の負担金なんですが、これ補正のときも申し上げました

けれども、吉田川流域下水道維持管理運営費２億 3,700万円ほど、これはこの間の補

正予算では、いわゆる単価の切り下げ、ほかにも責任水量云々というのあったらしい
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ですけれども、１億 5,000万円台まで下がっているわけですよね。今回、あれは21年

度だけの単年度の措置だったのかというふうに思われてならないわけなんですが、こ

れだけの額を計上された根拠は何なのかと。 

  それから、下水道の建設費の中で、そろそろマンホールポンプの更新というような

項目が出てきました。こういった構造物の更新、これ管渠もこれから出てくるんだと

思いますけれども、更新には、これは全然補助とか交付金とか、これは該当しない

で、あくまでも町単独で今後進めていかなくちゃならないものなのかどうか、お伺い

をしておきたいと思います。 

  それから、下水道に関連して、いまだに供用率、水洗化率、80％台という部分があ

るわけなんです。先ほど平渡委員ですか、下水道は３年で進めなくちゃならないとい

うような何か規定あるみたいなお話もあったんですが、平成元年ころから進めて80％

台という水洗化率。これ下水道の場合は、そういう、家の近くまで、農集排を含めて

なんですが、管渠が来ますね。それは何年以内につながなければ、あとは無効ですよ

というような、何かあるんですか。その辺をあわせて伺っておきます。 

 

委 員 長        （浅野正之君） 

  産業振興課長庄司正巳君。 

 

産業振興課長 （庄司正巳君） 

  鶉橋委員のご質問にお答えいたします。 

  米戸別所得補償モデル事業につきましては、今回、お話にありましたとおり、国か

らの直接支払いというような形になっております。具体的に、農業者の方から７月ま

でモデル事業の加入申請とか改善計画書を提出いただきまして、その後、現地調査を

いたしまして、最終的に12月から３月までの間に交付金の支払いというような形にな

ります。 

  なお、その中での激変緩和措置等もございますので、内容につきましては担当の遠

藤の方からあと説明をさせていただきます。 

  それから、勝負沢の関係でございますが、これにつきましても今回予算計上させて

いただきまして、事業年度は平成19年から25年度というような形になっておりますけ

れども、22年度は 5,600万円ほどの事業費ということで、そのうちの町負担が11％と

いうことで、 618万円ということにいたしております。ただ、これも内示が来たわけ
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ではないもんですから、今後の動向を見ているというのが現状でございます。 

  また、八志田堰につきましても、平成17年度から23年度ということでございまし

て、あと分岐の関係につきましては、担当の大塚の方からご説明をさせていただきた

いというふうに思っております。 

 

委 員 長        （浅野正之君） 

  産業振興課主幹遠藤秀一君。 

 

産業振興課主幹 （遠藤秀一君） 

  それでは、まず事務費の話について質問ございましたので、お答えさせていただき

ます。 

  事務費につきましては、大和町の一般会計とは別に、地域水田協議会という組織が

ございまして、こちらの方に内報として約 400万円の事務費が内示を受けておりま

す。こちらを一般会計へ繰り入れして、それぞれ今計上しております転作の賃金であ

ったり、事務費、需用費であったり、そういったものに充当できるよう国の方に要望

しておるところでございます。 

  それから、激変緩和、前年より転作の助成金の単価が減った場合に助成を行う激変

緩和につきましては、国費を使いまして、町、県でそれぞれ単価を調整して交付する

ということになりますので、国費扱いとなりまして、国の方から直接農業者の方へ交

付されるものでございます。 

  また、町の方から水田協議会の方に 2,603万 6,000円のうち、 2,160万円は補助金

として受けておりまして、そちらを活用して助成する分につきましては、町水田協議

会の方から農業者の方に従来どおり交付するというような方法で交付を行う予定でご

ざいます。以上でございます。 

 

委 員 長        （浅野正之君） 

  産業振興課農林振興班長大塚弘志君。 

 

産業振興課農林振興班長 （大塚弘志君） 

  お答えいたします。 

  初めに、県営ため池整備事業の勝負沢でございますが、昨年の事業仕分けによる仕
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分けにはなりませんで、事業は執行されるというふうなことを伺っております。た

だ、ご承知のように、国の予算が６割減というふうなことから、平成22年度が今回予

算計上いたしておる予算どおりに国からの補助金が来るかどうかは、今のところ県と

しても不透明というふうなことを伺っております。 

  それから、八志田水路に関しましてのご質問ですけれども、ご承知のように、町道

割前坂下線の交差点、八志田側から今回大崎広域水道の通路までを調査設計を平成21

年度において実施したわけであります。その中におきまして、具体的に申しますと、

割前坂下線の八志田側から明ケ沢側の合流地点までは、パネルライニングというふう

なことで、今ある水路を使いまして、それに漏水しないように、いわゆるパネルライ

ニング行うというふうなことで計画なされているようでございます。 

  それから、ご質問の余水吐のことに関してでございますが、こちらにつきまして

は、水路を守るためには余水吐を大きくすれば、それは効果出るわけでございますけ

れども、下流のちょうど明ケ沢の県道升沢吉岡線との上下流部におきまして、断面が

上流よりも狭小になっているというふうなことから、余水吐を大きくするという計画

はできないというのが現状でございます。それにつきましても防衛局の方に町の実態

を申し上げているところでございまして、防衛の方の判断を今待っているというふう

な状況でもあります。以上でございます。 

 

委 員 長        （浅野正之君） 

 都市建設課長高橋  久君。 

 

都市建設課長   (高橋  久君)  

  ご質問の１点目でございますけれども、１億円の貸付金の割合ということでござい

ます。吉岡南第二と大和町インターの土地区画整理組合、それぞれに 5,000万円ずつ

ということで考えております。１億円、吉岡南第二の方に現在貸し付けしております

が、その返済を一旦していただくことになります。その見通しでございますが、４月

16日に返済していただくというふうにしております。この同日、あるいはこの週明け

周辺で貸し付けも実施したいと、両組合にしたいというふうに考えているところでご

ざいます。 

  バスターミナルの用地取得の関係の予算執行見込みでございますけれども、３月５

日に仮契約をいたしましたので、今議会におきまして追加提案をさせていただきたい



41 

というふうに思っております。その後、具体的に支払いについては、現在、３月29日

を予定したいというふうに思っておるところでございます。年度内にお支払いする

と。 

  開発負担金のお話でございますが、開発負担金につきましては３億 1,752万 1,000

円でございます。このことにつきまして、用地買収の関係で、当然、交渉の段階でそ

のことをお話しして交渉に臨むというふうなお話を申し上げておりました。したがい

まして、町としても、事務所移転の問題、それから１億円の返済、そして開発負担金

に対する内入れに関して申し上げて交渉に臨んできたところでございます。組合とし

て３月末の支払いには大変厳しいという状況も存じておりますので、そういったこと

も考慮しながら、今回の対応というふうなことになったところでございます。 

 

委 員 長        （浅野正之君） 

 上下水道課長渋谷久一君。 

 

上下水道課長 （渋谷久一君） 

  それでは、上下水関係でございますが、先ほど開発負担金につきましては、お話の

残高、先ほどの回答の３億 1,752万 1,000円の未済ということになっております。こ

れにつきましては、平成21年度から25年度までの再分納契約ということで、その計画

書によって現在納付されてきている状況にございます。年間 1,000万円の計画で、最

終年度近辺で全部払うというようなことでの計画でございます。ただ、今回もいろい

ろ担当課の方にもお願いはしたわけでございますけれども、何しろ組合の方のいろん

な経理が大変厳しいという状況を伺っているところでございます。 

  次に、下水道の維持管理運営費の負担金でございますが、これにつきましては改定

がございました。 

  その前に、この積算につきましては、計画基本水量に基づいて一応算定をしてきて

いる状況にございます。現在、１日１万 2,000トンでございまして、年間で 452万ト

ンほどになるわけでございますが、 452万トンほどになるんですが、これの52円40銭

で一応計上、概算計上というような形にいたしております。 

  現在、20年度までは、基本水量に満たない分につきましては、一応精算での負担が

あったわけでございますが、21年度以降なくなっておりますので、これにつきまして

は22年度につきましてもそのような形で、精算の段階で処理していくものと考えてお

ります。 
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  それから、建設費の関係でのマンホールの更新でございますが、マンホールの耐用

年数につきましては15年ということでございますが、現在、更新等の事業に係る補助

事業等につきましては、国の方で出しております長寿命化の策定計画に基づく更新と

いうことでの補助事業がございます。 

  本町におきましては、吉岡地区と、それから北部関連の長寿命化対策に、本年度、

調査をいたしまして、22年度以降、計画策定を予定しているところでございます。そ

れに基づきまして、今後、他の管路につきましても長寿命化計画に基づくそういうふ

うな事業の取り組みというような形で持っていくことを検討していかなければならな

いものと思っております。以上でございます。 

 

委 員 長        （浅野正之君） 

  11番鶉橋浩之委員。 

 

鶉橋浩之委員 

  戸別補償の関係については、そうしますと激変緩和分も、これは国から直接という

ことですか。いろいろ生産組合等々に対する影響大きいと思うんですが、その辺どう

いうふうにお考えになっているか。 

  それから、勝負沢、これは内示は受けていないけれども、これは実はされると。変

更があれば、減額補正のような形をとらざるを得ないというふうに理解しておけばい

いんですね。 

  それから、八志田につきましては、調査は完了したと。明ケ沢の合流地点まではパ

ネルライニング、漏水防止、これを行うんだと。本当に余水吐から下流の問題につい

ては、これ当然別事業ということになるんだと思いますけれども、全線、大崎広水の

入り口まで調査をして、いわゆる全線のうちの改修される部分というのは何％ぐらい

に当たるのかということ。 

  八志田堰用水というのは、ご案内のように、これは藩政時代からの農業水利施設で

ありまして、どういう経過か、いわゆる用水と吉田川までの間隔が狭いというような

こともあったんだと思いますけれども、４日に１回の番水制をしいている用水なんて

ね。したがって、下流に行けば行くほど狭くなっていくというような特徴があって、

それが今、途中の山林荒廃等々で、雨が降ると大水がそこに合流、一部用水に合流し

ている地点がございますから、その分が集中的にやられるというような特殊な用水で
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あって河川でもあるわけなんですが、やはり強くその対策というものをね、これは今

回の改修事業は王城寺原の関係ですから、それとはまた別個に、強い働きかけも必要

ではないかなと思いますので、お伺いをしておきたいと思います。 

  それから、区画整理の関係なんですが、そうすると半分半分というようなことで、

前の１億については４月16日に返済の見込みということで、いろいろあと協議をして

いますよというようなことなんですが、開発負担金についてもいただくという、何か

その納入の方法、最終年度に大きくというふうなことも伺いましたけれども、これ、

今組合に貸している分、組合からいただく分、これはわかったんですが、今後、この

組合に対して交換金のような形で町が支払うべきものというのは、まだ残っているの

かどうかお伺いしておきます。 

  それから、下水道の関係なんですが、そうすると例年のとおり、また年度末にこれ

精算の見込みということですね。さっき使用料云々という話もあったんですが、使用

料 5.8％増ですから、かなりまだこれは精算の段階で減額されると。そうしますと、

本当に、何ていいますか、課長が頑張って融通性のある予算にしてくれたのかなとい

うような思いでございます。 

  それから、長寿命化計画というものに一部のせていくんだということなんですが、

これはどんどん更新等が迫ってくると思うんです。こういうものをきちっとそういう

ものに全部のせていくというような方法というものを、国との折衝も含めてですね、

確立していかないと、将来のこれは財政負担大変だと思うんで、その辺は全部可能に

なってくるものかどうか。特に、それこそ仕分けでは、これはね、下水道のように地

方移管というふうにされた中で、どうなんでしょう。 

  それから、答弁漏れなんですが、接続の期限はこれはあるんですか、下水道。以

上、あわせて伺います。 

 

委 員 長        （浅野正之君） 

  ここで休憩をしたいと思います。 

  再答弁につきましては、再開後でご答弁願いたいと思います。 

 

    午後０時０１分    休 憩 

    午後０時５６分    再 開 
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委 員 長        （浅野正之君） 

  再開します。 

  時間少し早いんでありますが、皆さんそろっておりますので、会議を開かせていた

だきます。 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  産業振興課長庄司正巳君。 

 

産業振興課長 （庄司正巳君） 

  それでは、鶉橋委員のご質問についてお答えをさせていただきます。 

  まず初めに、激変緩和の関係でございますが、生産集団につきましては、どのよう

なこと、指導ということでございますけれども、ただ、そばなんかですと収穫時、今

まで播種という確認だったものが、収穫の確認ということで、今までですと、何てい

うんですかね、作ればいいというものから、収穫をしていただくと、そのような形に

変わっております。さらに、補助金でつきますけれども、激変緩和ということで、前

年度と同様にですね、そんなに大きく変わりのないような形で、交付単価ということ

で考えておるところでございます。 

  それから、もう一点、八志田堰の余水吐の関係でございますが、余水吐の改修につ

きましては、準用河川ということもございまして、関係課であります都市建設課とと

もに、防衛の方に働きかけていきたいというふうに考えております。 

  それから、全面の改修率ということでございますが、平成21年度調査、平成22年度

施工分も含めまして、全面改修率ということで31％というふうになっております。延

長 5,000メートルに対して 1,547メートルという、そういうことで改修率31％という

ことでございます。以上です。 

 

委 員 長        （浅野正之君） 

 都市建設課長高橋  久君。 

 

都市建設課長   (高橋  久君)  

  鶉橋委員の区画整理組合への交換金の支払いの関係でのご質問でございますけれど

も、この交換金につきましては、すべてお支払いをしてきましたということでござい

ます。こういうことから、今回、その支援策ということで融資を考えたというところ

でございます。 
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委 員 長        （浅野正之君） 

 上下水道課長渋谷久一君。 

 

上下水道課長 （渋谷久一君） 

  先ほどは失礼しました。まず、接続率が83.6％という点でございます。これにつき

ましては、下水道の整備時から３年以内の接続ということで法的にも規定がございま

すので、そちらで進めてきたところでございます。 

  これは接続しないと無効になるのかということでございますけれども、無効という

ことはございませんで、義務を負ってもらうという立場でございます。この義務に関

しまして罰則規定等もございますけれども、罰金30万円という規定ございますけれど

も、これにつきましては、どの全国の市町村もやっているケースは今のところ情報と

しては捉えておらない状況にございます。 

  下水も農集排も浄化槽も、すべて条件は、進まない条件につきましては、個別の家

庭の事情ということにいかざるを得ない面がございます。そういう中で、今後、推進

を図る上で、国でも進めております、まず区域内の単独浄化槽の方々、それから町の

職員とか、それから公職につかれている方々の家庭につきまして積極的に推進を図る

べきだということでございますので、そういう点を踏まえて進めていかなければなら

ないものと考えております。 

  現在、区域内の下水道区域内の単独浄化槽の戸数につきましては、大体 157戸ぐら

いに押さえております。吉岡地区が 143戸ということで、その他は大体10戸程度でご

ざいますけれど、そのような数字で押さえております。これらを、個別家庭も押さえ

ておりますので、やっぱり具体的な活動をしていかなければならないものと考えてお

ります。 

  それから、下水道の施設の中でも特にマンホールポンプ、これは15年ということ

で、寿命的にも大変短いものでございますけれども、下水道事業、本町におきまして

も22年度でおおむね完了ということで、維持管理の方に重点を置いた事業を進めてい

かなければならないということで、国におけます長寿命化対策事業、これにつきまし

て平成21年度から取り組みをいたしておるところでございます。 

  前に申しましたように、仙台北部地区、それから吉岡の幹線部分ですね、ヒューム

管でございますので、硫化水素等によります腐食によりまして陥没等の危険もあると

いうことで、重点的にこの部分の調査を完了いたしております。さらに、本年度、事
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業の内容の拡大ということで、ポンプ場51カ所につきましても調査を完了いたしてお

ります。これらの調査をもとに、22年度におきまして長寿命化対策計画の策定をいた

す予定でございます。 

  これにつきましては、これからの維持管理の面におきまして、ストックマネジメン

ト、あるいはセットマネジメントと言われるように、その長期間のコストの中でコス

ト低減を図るということで、施設の長期的にできるだけコストを抑えた形で管理、維

持管理、使用していくというような考え方での国の事業でもございます。そういうこ

とで、23年度以降、この計画に基づきまして、７年以上のポンプを対象にしまして、

必要なものからポンプの寿命を長期化するための事業というものを計画を組んだ上で

実施をしていくということになります。そのような中でコストを抑えた維持管理とい

うことで進めていかなければならないものと考えております。以上でございます。 

 

委 員 長        （浅野正之君） 

  11番鶉橋浩之委員。 

 

鶉橋浩之委員 

  最初に、戸別補償方式の激変緩和分、そうしますと交付については、直接とはいい

ながら、さほど変わりはないということなんですが、問題は、その計画、播種段階の

確認でない、収穫段階の確認。特にそばなんかの場合は、いろいろ天候等々があって

収穫がなかったということになれば、もうそれは対象から外れるということになるわ

けですよね。そうしますと、当初から計画策定、見込んでいいのか、いろいろ大変だ

と思うんですが、当然その辺を周知徹底しての説明会をなさっているんだろうと思い

ますけれども、確認をさせていただきます。 

  それから、八志田堰の問題なんですが、そうしますと、21年度工事分の以降、

 5,000メートルについて調査をして、その部分の 1,547メートル、31％分がいわゆる

対象になると。さっき言ったいわゆる合流部分の明ケ沢、準用河川部分については別

途の事業というようなことの方法しかないというふうに伺ったわけです。 

  この調査したうちの31％分、これは恐らく、この八志田堰用水の改修については、

さっきも申し上げましたように、四つの番水になっておると。特に下流域の人が水の

当番の日に、全部取水堰まで行って各用水を閉めてこなくちゃならないというふう

な、ずっと昔からの取り決めがあって、それでゲート等が壊れていることによって不
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便を感じて、上からぐっと補修してくるようになったわけなんですが、いわゆるゲー

トとか、そういう工作物の部分は、この31％の中に入っているんでしょうね。その辺

の確認なさっていますか、それを伺っておきます。 

  それから、区画整理の関係、わかりました。 

  最後の下水道の関係なんですが、そうしますと、問題は下水道も進まない要因の中

に、これは浄化槽とも関連があるんだろうと思いますけれども、 157戸ですか、単独

浄化槽。単独槽があれば、当然、公共下水道の区域であっても、いいからっていうよ

うなことで接続しない家庭もあるんだろうし、当然、合併浄化槽にもなってこないん

だろうというふうに思いますが、問題は、その辺のところを、単独槽ですから、本来

の水質浄化の観点からすれば、やはり合併浄化槽の方向に誘導していかなくちゃなら

ないという部分があると思うんです。その辺の誘導をやっぱり積極的にやって、公共

下水道も合併浄化槽も、やはり推進率を高めていただくような今後の努力をお願いし

たいと、やっていただきたいなというふうに思います。 

  それから、いわゆる維持管理費の中での問題なんですが、長寿命化計画等々を今年

度策定しながら、何とかそれにのせていきたいんだというふうな回答でございます。

そういう制度ができた、補助率等々の問題はまだ未定なんだと思いますけれども、そ

ういった各自治体間の積み上げ等々も県を含めて必要になっていくんだろうと思いま

すけれども、積極的に進めていただかないと、今後の管理、更新というところまでは

今まで、事業会計、いっていなかったんですから、これにいわゆる更新の部分が入っ

てくると、それこそ一般会計の負担が大きくなってくるんだと思います。そういう意

味からも、ひとつ進めていただきたいと思いますが。 

  先ほどの質問でちょっと落ちたんですが、主要施策の26ページの中の、これは単独

の公共下水道整備、柴崎マンホールポンプほか云々とあるんだけれども、この中の財

源の中で地方債と一般財源のほかに受益者負担金とあるのは、どういうふうに理解す

ればいいのか、これだけお伺いをして、終わります。 

 

委 員 長        （浅野正之君） 

  産業振興課長庄司正巳君。 

 

産業振興課長 （庄司正巳君） 

  先ほどの生産集団組合の収穫時の確認ということでございますが、お話ししました
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とおり、そば等も作ればいいということじゃなくて、誠意を持って収穫していただき

ましてということでございまして、捨てづくり防止というような形でございます。 

  それから、八志田堰の余水吐につきましては、全面改修率31％でございますが、ゲ

ート類につきましても、改修につきましては開閉可能な状態にしたいということでご

ざいます。それから、このゲート類の部分、延長に含まれているのかということでご

ざいますが、それは別に対応するというふうなことでございます。よろしくお願いし

ます。 

 

委 員 長        （浅野正之君） 

 上下水道課長渋谷久一君。 

 

上下水道課長 （渋谷久一君） 

  単独槽部分につきまして、今後さらに推進を図るということで、先ほど申し上げま

したように、いろんな事情の中で、いろんな手法を構築しまして、できるだけ、単独

槽の場合は大体水洗化されておりますので、便所等の改造にはそんなに経費がかから

ないという、ある面、切り替えについては推進の上で利点もございますので、そうい

う面も含めまして積極的にこの部分で進めていかなければならないものと考えます。 

  それから、維持管理の更新ということでございますけれども、補助率等、あるいは

補助金か交付金かということもですね、まだ新しい政権の中で定まっていない面もご

ざいます。ただ、このような公共の資産の維持管理の上で、効率的な維持管理、その

期間を区切った中でのコスト低減を図るという観点は、今後の公共財を管理する上で

中心となるものと考えますので、交付金なり、そういう事業で出されてくるものと思

っております。幸い着手をいたしておりますので、この長寿命化対策事業につきまし

ての取り組みを確実に推進を図ってまいりたいと思います。 

  それから、単独事業のかかわり、財源内訳でございますけれども、これのその他の

部分の財源につきましては、当年度の受益者負担金を充当しておるものでございま

す。これにつきましては 500万円で大きいんですけれども、これは厚生年金等のリサ

ーチ周辺の区域が新たに入りましたので、そちらの受益者負担金が22年度で予定され

ておりますので、その分をここに財源充当ということで記載をしておるところでござ

います。 
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委 員 長        （浅野正之君） 

  ９番馬場久雄委員。 

 

馬場久雄委員 

  では、67ページの観光費のことでお伺いをいたします。 

  今回、議会冒頭に町長からのお話、説明があったんですが、船形山での遭難事故

が、事件がありました。そういった観光地として一つの大和町としては船形山という

ものも抱えているわけですので、それに対して、報道の中でもちょっと感じたんです

が、入山届を出していたのかどうかわかりませんが、夏であれ冬であれ、山の好きな

方は行くと思うんです。今、皆向こうの集落が移転した中で、こういった山登りをす

る方々への安全策といいますか、もし万が一ああいったことになった場合の今後の対

応ですね、どういうふうに考えていくかお伺いいたします。 

  それと、次の68ページ、備品購入費の中で41万円、三郎の着ぐるみということで、

私もちょっと一般質問で漏れてしまったんですが、三郎の着ぐるみを作るというよう

なことのお話がありました。これ何体作って、どういった場面で登場してくるのか、

ちょっとご説明いただきたいし、同じ19節で55周年を記念しての七夕まつり、これは

今までですと、リサイクルの用品を使えとかって、あとは皆さんで、老人も参加して

いただきたいと。一つのテーマを持っていたんですが、今回、55周年やるに当たっ

て、何か記念の七夕まつりとするんであれば、どういったテーマで考えておられるの

かお伺いします。 

  それと、70ページなんですが、道路維持費の中の測量設計等業務委託、委託料なん

ですが、これは 600万円だと思います。吉岡土地区画地内の排水路の調査費というこ

とで入っておるようですが、20数年前にできた、あそこの吉岡土地区画地内だと思う

んです。近隣に今後第二南とか、いろんな住宅地、また畑も点在しておるのは事実な

んですが、そういった形で、側溝部分が非常に昔の側溝なので弱っているということ

での調査というふうに、私の方も委員会ではちょっとお話は承りました。調査をし

て、そういった結果を踏まえて、事業を遂行するに当たっての何年ぐらいをめどにそ

ういった事業実施できるのかどうか、その辺も加えてご説明いただきたいと思いま

す。以上です。 
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委 員 長        （浅野正之君） 

  産業振興課長庄司正巳君。 

 

産業振興課長 （庄司正巳君） 

  船形山に係る山登りの安全のための登山カードの件でございますけれども、これに

つきましては、登山の入り口の方に登山カードを提出する場はあるわけでございます

けれども、必ずしも提出しているという実態が 100％でないもんですから、やはり警

察関係の山岳遭難救助関係の部署とともに今後協議して詰めていって、町でもホーム

ページなんかで周知するようにしたいなというふうに思っております。（「してい

る」の声あり） 

  すみません。ホームページの方ではそういう周知はしているようでございますけれ

ども、なお、さらに皆さんにお知らせするような形にしていきたいなというふうに思

っております。 

  それから、あさひな三郎の着ぐるみでございますけれども、これにつきましては、

まるごと市とか、大和まるごとフェスティバルｉｎ仙台とか、そういう多くのお客様

が集まるところ、あるいは島田飴まつりとか、そういうお客様が集まるところでもっ

てＰＲ、町のＰＲ、それから、いろんな人とのそういう接する、そういうことを考え

ていきたいなというふうに思っております。 

 それから、七夕まつりでございますけれども、これにつきましても、前回ですと50

周年のときに実施したということもあるわけでございまして、いろんな地区からと

か、あるいは、何ていうんですかね、老人クラブとか、そういういろんなジャンルと

いいますか、各界各層から集まってもらったということもあるわけでございますけれ

ども、今後、関係の方と詰めていきまして、商店街の活性化につながるような形で進

めていきたいというふうに考えております。以上でございます。 

 

委 員 長        （浅野正之君） 

  都市建設課長高橋  久君。 

 

都市建設課長   (高橋  久君)  

  道路維持の委託料、調査設計の測量設計の関係でのご質問でございます。 

  吉岡土地区画整理組合の天皇寺から東車堰とか、吉岡南地区との境のところまでの
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古い団地開発の部分のところでございます。委員ご指摘のとおり、現在、側溝、ふた

のない側溝がかかっておりまして、それが老朽化によりつぶれたり、あるいは土砂堆

積したりしている箇所が大分ありまして、その水の流れもよどんだりして、側溝の土

砂撤去とかやりながらこれまで維持してきているところでございますけれども、その

水の流れなんかもどういう状況になっているのか、そういったことも含めまして今回

調査に入りたいと。改修を目的としての調査に入りたいというふうに思っておりま

す。 

  この区域内の道路は30路線ございまして、その路線延長は約 4,000メートルござい

ます。側溝ですから両側にあるというふうに考えると、 8,000メートルの調査を今回

実施したいというふうに思っております。それで、どの部分をどういった形で、どの

ように改修あるいは改善すべきかというようなことについては、今度実施設計の方に

移ってくるわけですが、まだそこまでは、今回の調査した中で検討していきたいとい

うふうに思っておりますし、実際事業に入るのはいつかということになりますと、調

査を踏まえて、どのぐらいのスパンで実施できるか、できれば５年ぐらいのスパンの

中で考えたいなというふうな思いは持っているところでございます。そういったこと

で、今後そういうような、その調査に入るということでございます。 

 

委 員 長        （浅野正之君） 

  ９番馬場久雄委員。 

 

馬場久雄委員 

  最初の観光費の件なんですが、船形山への登山の件ですが、ホームページ等で周知

を図っておるということですが、やはり、もう一つ、道路上にもですね。車かなんか

で行くんでしょうから、道路上にも看板といいますか、横断幕は風であれでしょうか

ら、やはり途中途中に警告を発するような、何か気づいていただくような、そういう

警告を発する看板みたいなものがあればいいのかなと。そして、最終的に、そういう

登山カードというか、そういうものを書くのは入り口にあるというものの、やはり、

その手前にそういうふうなものを設置して、今後余りそういった事件、事故のないよ

うに図るべきかなと私は思うんです。ただ、人がいらっしゃるところがもうないの

で、なかなかカードを書いても、どういうふうにするかというのは考えなきゃならな

いと思いますが、いずれ、やはり入山される方に警告を発するべきだなというふうに
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思います。そういったことで、看板がいいのかななんて私は思うんですが、その辺い

かがですかね。 

  また、着ぐるみは１体ですよね。今、ゆるキャラとか、そういったものでコンテス

トもやっているぐらいですから、41万円かけますので、本当に皆さんに親しまれるよ

うなキャラクターをつくっていただきたい。 

  ただ、夏場のキャンペーンは入る人は大変なので、アルバイトでも使ってやるほか

ないのかなと思いますが、そういったことで、今どこの観光地でもそういったもので

ＰＲしているということなので、いいのかなと。あさひな三郎の着ぐるみということ

なので、期待はしております。 

  あと、七夕まつりなんですが、55周年ということでありますし、この企業さん等の

動きもあります。進出してきているところもありますので、ぜひ大和町でもこういう

ものあるよということで企業さんに働きかけて、我が町のＰＲ、また町を知ってもら

うということでは、ちょうどいいタイミングじゃないかなと思うので、ですから、そ

ういった何か今みたいなテーマを設けて、そういったことなんだということで、まだ

時間ありますので、働きかけてみてはどうかというふうに思います。 

  あと、先ほどの排水路の関係なんですが、今からの調査次第ということでございま

す。実際、細い側溝でありますし、コンクリートも大分老化しております。今後の推

移なんですが、ふたをかけられるというふうな状況になれば道路幅も有効に利用でき

る、広くなるんじゃないかなというふうにも考えますので、そういった状況を見て。

やはり住民の方々からも、突かい棒しながらやっているというふうなところもありま

すので、よくその調査をしていただいて、できるんであれば早く周りと同じようにふ

たをかけた側溝にできればというふうに期待をいたします。その辺について５年ぐら

いというふうなお話でしたので、了解いたしました。 

  観光関係の方でご答弁あれば、お願いしたいと思います。 

 

委 員 長        （浅野正之君） 

  産業振興課長庄司正巳君。 

 

産業振興課長 （庄司正巳君） 

  それでは、一番初めに登山の関係でございますけれども、この前たまたま携帯があ

って、そういうのでいろんなつながって救助になったということもあるわけでござい
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ますけれども、やはり基本は入山者のカードだと思いますので、これにつきまして、

やはり関係機関と協議して、間違いなく提出する方法で進めてまいりたいというふう

に思っております。 

  それから、着ぐるみのあさひな三郎につきましては、いろんなイベントにも活用で

きるような形で進めていきたいなというふうに思っております。 

  それから、七夕まつりでございますが、これにつきましては手づくりのお祭りとい

うことですね。必ずしも仙台の七夕と、ちょっと日時ダブってしまう部分あるかもし

れませんけれども、定住に向けて、そういうセントラルとか、そういう方々にもお示

しをして、ぜひ呼び込んでいきたいなというふうに思っております。以上でございま

す。（「終わりますの声あり） 

 

委 員 長        （浅野正之君） 

  他にございませんか。14番中川久男委員。 

 

中川久男委員 

  説明資料 282、先般、老朽管対策事業の中で、事業の概要の中で、西部地区を除く

というような形で説明がございました。なお、資料もございます。先般、恐らく西部

開発が現在休止になっている状況の中、いろいろな判断のもとに、このような計画が

なされたんではないのかなというふうに思いますけれども、結局、23年度までの分で

すよね。ということは、 457の小野地区も来年が開通の見込み、そして 457の宮床地

区までたしか28年ごろの開通見込みといった中で、この西部の北四大衡線、当分の間

は見込めないのかなというふうに思いますと、先般もおりましたが、やはりこの西部

地区に対しての土保田地区、やはり、この城内中地区と同じような、ふるさと、古い

建物の既存の農家の方々なんですよね。 

  先般、土保田線も軽自動車もすれ違えないというような形の中で、側溝の格上げを

含んだ中の生活道路の要望も一般質問でも出ております。そんな中で、やはり中地区

と土保田地区も、このセメント管のそのものがあるということは、それだけの長い歴

史を持った地区なんですよね。やっぱりそういう側溝の拡幅なりを望んだ、都市建設

課もきょう来ていますから、そういう関連で、ぜひともそういう中身の中でこの対策

を進めるべきではないのかなと。ただ、23年以降に入っているのかもしれませんけれ

どもね。 
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  やはり同じ吉岡に住んで、そして、その分だけが、民家が少ないからといっても、

今までの生活道路でもございますし、そういった中で金谷線の町道も今回側溝の格上

げをしながら進んでいくよというような形の説明もございましたので、ぜひこの土保

田の漏水管そのものも、道路拡幅の中でどのように水道課では考えておられるのか。

逆に、23年以降、そういったものの競合性を持った水道の漏水管対策もあってしかる

べきでないかなというふうに思いますので、お聞きしておきます。 

 

委 員 長        （浅野正之君） 

 上下水道課長渋谷久一君。 

 

上下水道課長 （渋谷久一君） 

 中川委員さんのご質問にお答えします。 

  土保田地区の老朽管でございますけれども、全体的な計画が見えないということで

の今時点での計画を計画区域から除いているということでございます。具体的にです

ね、23年度以降にはなると思うんですけれども、具体的な動きがある場合には、それ

に沿った、できるだけ安定給水といいますか、要するに、そういう方向で整備を進め

ていかなければならないものでございますので、それは積極的に考えてまいることに

なるかと思います。 

  全体的に、例えば出戻りといいますか、そういう形に、資産の二重の投資というふ

うな形にならない形で、今見通しが立たないという状況でのこの計画でございますの

で、そういう見通しが立った場合には、それなりの整備を、布設替え等含めまして考

えていかなければならないものと考えております。 

 

委 員 長        （浅野正之君） 

  他にございませんか。３番伊藤  勝委員。 

 

伊藤  勝委員 

  産業振興課に二つほどお聞きいたします。 

  主要な施策の概要の中で、産直リースハウス事業というのがあるんですけれども、

（「何ページでしょうか」の声あり）16ページですね。産直リースハウス事業という

の、これは実績があるのかなんかちょっとお聞きします。 
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  また、23ページにまほろば七夕まつりという事業がありますけれども、昭和30年４

月20日から大和町施行55周年を迎える事業ということで、なぜこれが七夕まつりなの

かちょっとわからないんですけれどもね。もしやるんだったら、まほろばまつりと

か、ほかの、庁舎建設の開所式をもう少し盛大にするとか、そういう方向性で考えれ

ばよかったのかなと私は思うんですけれども、その辺お聞きいたします。 

 

委 員 長        （浅野正之君） 

  産業振興課長庄司正巳君。 

 

産業振興課長 （庄司正巳君） 

  お答えいたします。 

  初めに、産直リースのハウス事業でございますが、一応５棟ということで計画をし

ておりますけれども、21年度につきましては、これは21年度から事業始まっておりま

すが、21年度につきましては４棟というような状況になってございます。 

  それから、もう一点、七夕まつりでございますけれども、これにつきましては、や

はり手づくりというんですかね、皆さんで協調してやれるということで、一番、大が

かりということじゃなくて、いろんな連携できて、地域も盛り上がって、さらに、そ

ういう波及効果というのが大きいのかなということで、今回、55周年に合わせまして

七夕まつりということで開催するようなことで計画を上げていただいた次第でござい

ます。以上です。 

 

委 員 長        （浅野正之君） 

  １番藤巻博史委員。 

 

藤巻博史委員 

  67ページの企業立地の関係でございますけれども、ごめんなさい、67ページです。

間違いましたけれども、企業立地奨励金、それから早期操業奨励金の関係ですけれど

も、早期奨励の方はあそこだろうと思うんですけれども、企業立地について、予定さ

れている企業とかございましたらお知らせいただきたいと思います。 

  それから、もう一つ、先ほども質問ございましたが、観光施設の管理で、ちょっと

私も、町の管理になるのかどうか、いわゆる標識の関係ですけれども、山に行ってい
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る方からは、要するに冬季、要するに道路標識が普通埋もれてしまうということで、

３メートルぐらい高いのが必要でないのかと。ただ、それが町でやることなのかとい

うのは私もちょっとわからないんですけれども、そういう計画というのがあるのかど

うかということでお聞きいたします。 

  それから、70ページの道路維持の関係になると思うんですけれども、産建が終わっ

た後にちょっとそういうことが来ちゃったのであれなんですが、洞堀川ございます

ね。私は歩道だと思うんですけれども、洞堀川沿いに遊歩道というのが、と思うんで

すけれども、あるんですが、あそこにガードレールが途中で切れている部分というの

は、どうしてあんなになったかというのが一つと、それと、あと自転車が入らないよ

うにだと思うんですけれども、車どめと思われるものがついているんですけれども、

それによって歩道に車いすが入れない状況。あそこは黒川病院の方々も車いすで散歩

とかあり得るそうなんですけれども、そういうことではなかなか、どういう関係でそ

ういうふうになっているのかという質問ございましたので、ちょっと趣旨ずれるかも

しれませんが、もしわかればお願いいたします。以上です。 

 

委 員 長        （浅野正之君） 

  産業振興課長庄司正巳君。 

 

産業振興課長 （庄司正巳君） 

  それでは、お答えいたします。 

  企業立地奨励金 712万円の内容でございますけれども、一つが企業立地奨励金とい

うことで 612万円でございます。これは家屋とか償却資産に係るものでございます

が、これ共和運輸という大和流通工業団地にある会社でございます。もう一件、用地

取得奨励金 100万円でございますが、これも土地に係る奨励金ということで、同じく

大和流通工業団地にあります共和運輸倉庫というところでございまして、合計で 712

万円ということでございます。 

  それから、あと何か標識の関係につきましては、すみません、もう一回質問お願い 

したいと思います。（「町の関係かどうかちょっとあれなんですけれども」の声あり） 

 

委 員 長        （浅野正之君） 

  ちょっと待ってください。（「ごめんなさい。違う」の声あり） 

 都市建設課長高橋  久君。 
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都市建設課長   (高橋  久君)  

  洞堀川に係ります歩道、河川のところですね、河川等のところの間に転落防止のガ

ードレールがございます。これにつきましては、河川の勾配が急なところにおいては

危険ということで設置したものでございます。ですから、そういった橋とか、そうい

った周辺は危険だということで、そこにはガードレールを設置してございます。 

  それから、車どめの件でございます。確かにそういった、車両乗り入れとかないわ

けですけれども、自転車でも入れる形にはしておりますが、車いすが入るという想定

をちょっとしていなかったもんですから、それについてはちょっと検討させていただ

きたいと思います。 

 

委 員 長        （浅野正之君） 

  １番藤巻博史委員。 

 

藤巻博史委員 

  この前、先ほどもございましたが、道に迷ったと思われる場所というのが、結構な

だらかな場所で、傾斜がわかりにくい。言ってみれば、夏でも迷いやすいようなとこ

ろで迷ったのではないだろうかというふうな山に行ってる方のお話ですので、そうい

ったところに、冬ですと標識あっても普通で言えば埋もれてしまうということで、３

メートルぐらいの埋もれないような標識というのを、これは町の責任になるのかどう

かというのもあると思うんですけれども、そういったものが必要ではないかという指

摘がございましたもので、お聞きしたところです。以上です。 

 

委 員 長        （浅野正之君） 

  産業振興課長庄司正巳君。 

 

産業振興課長 （庄司正巳君） 

  今質問、すみません、登山道に係る質問なのかですね……（「はい」の声あり）で

ございますけれども、登山道につきましては赤い表示でもってなされていまして、実

際、冬場につきましては埋もれてしまうというのは、やっぱり現状であるんですね、

かなりの積雪なもんですから。ただ、そのものにつきましては、整備というのは、県

立自然公園ということもありまして、県と相談しながらですね、そういうふうにさら
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に高くできるものかどうか、相談させていただきたいというふうに思っております。

以上でございます。 

 

委 員 長        （浅野正之君） 

  12番上田早夫委員。 

 

上田早夫委員 

  杜ノ丘の広場なんですけれども、これ……（「何ページでしょうか」の声あり）公

共下水道の整備という形に関連してなんですけれども、環境整備ですね。これについ

てですね、これ関連なんですけれども、環境整備のことで、だめなんですか。 

 

委 員 長        （浅野正之君） 

  何ページの関連なんでしょうか。 

 

上田早夫委員 

  公共下水道、補助です。上下水道の26ページ、公共下水道……（「説明書の 221ペ

ージ」の声あり）上下水道課で、されていないんですけれども、杜ノ丘の広場、非常

に人口がふえて利用価値が増しているんですけれども、これの環境整備の計画という

のはどういうふうになっているのかお聞きしたいと思います。 

  それから、同じように、もみじケ丘の公園の公衆トイレですね。これ冬場になると

全部板をくぎづけて、トイレの利用ができないようになっているんです。そうすると

ウオーキングする人たちなんかが困っちゃっているんですけれども、これも、こうい

う下水道の整備をしっかりやってやれば、問題解決するのはそんな難しいことないん

だろうと思うんですけれども、こういうことは今町としてはどういう考え方でこの公

共下水道の整備というのをやっているのか、その辺の考え方、計画、この辺お聞きし

たいと思います。 

 

委 員 長        （浅野正之君） 

 上下水道課長渋谷久一君。 
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上下水道課長 （渋谷久一君） 

  上田委員さんのご質問でございます。杜ノ丘の広場、それからもみじケ丘のトイレ

というお話でございますけれども、これらは管理者、施設の管理者がおるわけでござ

います。そちらの方の施設の管理の移管によって管理されているものでございまし

て、下水道そのものにつきましては、申し込みがあれば接続も可能ですし、そういう

ふうな意味での下水道事業。下水道の整備は、多分管路については整備済みだと思い

ますので、その点は管理者の方での考え方ということになりますので、その点よろし

くお願いいたします。 

 

委 員 長        （浅野正之君） 

 都市建設課長高橋  久君。 

 

都市建設課長   (高橋  久君)  

  杜ノ丘広場、それからもみじケ丘公園の管理を都市建設課の方で行っておりますの

で、その関係でのご質問ということでお受けをいたすところでございます。 

  杜ノ丘の今回造成しまして、その後の環境整備というふうな話かというふうに思い

ますが、それでよろしかったのかなというふうに思っております。 

  今回、暫定的に広場の整備を行ったところであります。今後、総合計画にのせてお

りますコミュニティ施設の関連での整備を今後図っていくというふうなことで考えて

おりまして、いつかというのはまだ決まっていないところでございます。 

  それから、もみじケ丘のトイレの冬場の利用ですが、実態として、これまで苦情な

り、あるいは要望等なりが上がってきていない。これまで冬期間閉鎖した中でやって

きたところでございまして、不都合がなかったのかなというふうに思っておりました

けれども、なお、そういったことで冬期間の利用があれば、開放も今後考えていきた

いというふうに思っております。 

 

委 員 長        （浅野正之君） 

  12番上田早夫委員。 

 

上田早夫委員 

  一般の町民は、そういうのを、トイレに板囲いさせて全部入れなくしてあって利用
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できなくしてね、冬場になると、一々それが町のどこの管理でやるのかなんてわから

ないし、そういうのは、板囲いしてね、ウオーキングしている人が町外の人も来るわ

けです。富谷側はしっかり冬でも使えるようになっているんですよね。大和町側の公

園歩くと全部使えなくなっているという、余りにも格差がひど過ぎるので、少なくと

も富谷と大和町の境界の近所にあるところは、同じ保守をするようなシステムをつく

ってほしいと思うんですけれども、いかがでしょうか。 

 

委 員 長        （浅野正之君） 

 都市建設課長高橋  久君。 

 

都市建設課長   (高橋  久君)  

  富谷の管理実態も調べまして、それで、その利用があるということでございますの

で、そういった形で調査をさせていただきたいと思います。 

 

委 員 長        （浅野正之君） 

  他にございませんか。６番髙平聡雄委員。 

 

髙平聡雄委員 

  すみません。72ページの都市計画総務費、１目ですね、それに関してお伺いをする

わけですが、ことしの予算の中には都市計画審議会費用ということで16万等々、都市

計画に関する検討をなされるという予算が計上されているわけでありますが、この内

容、ことしの内容についてお聞かせをいただきたいというふうに思います。 

 

委 員 長        （浅野正之君） 

 都市建設課長高橋  久君。 

 

都市建設課長   (高橋  久君)  

  本年の都市計画審議会の開催、３回の分の予算措置をいたしておるところでござい

ます。本年の審議案件につきましては、現在策定中の都市計画マスタープランのご審

議をいただくというふうなものがございます。中間的な報告と、それから最終的な報

告というようなことで、２回を開催を予定しております。そういった関係の予算とい

うことでございます。 
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委 員 長        （浅野正之君） 

  前回のですね、足しておりますので、活性化委員会の委員長でありますから。６番

髙平聡雄委員。 

 

髙平聡雄委員 

  すみません。配慮に感謝して、貴重な時間を利用させていただきます。 

  マスタープランがおくれているということで、ことしに繰り越したというようなこ

とがあって、それの報告を受けるという今説明だと思うんですが、これを担当してお

った熊谷幸一君、昨年の暮れに亡くなったということで、そういったことも影響して

のことだろうというふうに推察を申し上げます。皆様方のその彼の作業を引き継いだ

というようなこともあって、大変ご苦労されているんだろうというふうに思います。

大変ご苦労さまでございます。 

  あわせて、この都市計画審議会の中で、先般申し上げた道路整備基本計画ですね、

こういったものの必要性もあるんだということ、この間お話をいただいたわけです

が、そういったことも同時並行されるのか、そして、その完成を都市計画マスタープ

ランと同じく今年度中に完成を見るつもりなのかどうなのか、その辺についてだけお

伺いして、終わります。 

 

委 員 長        （浅野正之君） 

 都市建設課長高橋  久君。 

 

都市建設課長   (高橋  久君)  

  都市計画審議会におきまして、道路整備計画、いわゆるまちづくりに関する道路交

通網の整備というふうな観点でのことだと思いますが、大きなその道路の整備の方向

づけなりなんなりについては、この中で審議をされますが、個別具体の路線整備のこ

とについては、審議会としては省かれるものでございます。したがいまして、具体的

な計画でなくて、大きな方向づけの中での検討ということになるものでございます。

以上でございます。 

 

委 員 長        （浅野正之君） 

  他にございませんか。 
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    「なし」と呼ぶ声あり 

  ないようですから、これで都市建設課、上下水道課、産業振興課、農業委員会の所

管の予算については質疑を終わります。 

  ご苦労さまでございました。 

  暫時休憩します。 

  休憩の時間は10分間とします。 

 

    午後１時４９分    休 憩 

    午後２時０１分    再 開 

 

委 員 長        （浅野正之君） 

  再開します。 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  これより審査を行います。 

  審査の対象は、税務課、会計課、議会事務局です。 

 説明が終了していますので、直ちに質疑に入ります。質疑ありませんか。 

  15番中山和広委員。 

 

中山和広委員 

  予算に関する説明書は11ページ、歳入でお伺いをいたします。 

  説明によると、町税の町民税、これらについては景気の動向によって課税額が減少

するだろうということでございました。２項の固定資産税、このことについては、説

明によると、企業の償却資産、これも見込んで課税、税収を見込んでいるということ

であまして、その中で、過般の新聞報道、これによると、固定資産税の大半はパナソ

ニックＥＶのエナジー宮城工場の生産機械の償却資産、課税した額ということであり

ますし、さらに半導体製造装置大手の東京エレクトロンが町内で着工する新工場の敷

地課税分を見込んでいるということでありますが、これはパナソニックＥＶエナジー

は、当然これは稼働しているわけですから、その対象として課税になるということだ

と思いますが、東京エレクトロンはまだ施設建設もしていない。夏場以降のこととい

うふうには新聞報道ではなっているわけでありますが、そういうのを見込んでも課税

をしなくちゃならなかったのかどうか、その辺をお伺いしておきたいというふうに思
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います。 

 それから、もう一つは、予算に関する説明書39ページ、これは賦課徴収費の中で８

節報償費、これは納税組合の完納奨励金を計上しているということでありますが、平

成21年度 1,366万 2,000円、今年度 1,167万 5,000円ということは、町税のいわゆる

個人町民税、それの減額によってこの報償費がこれだけの試算ということで計上した

のかどうかですね、以上についてお伺いをしたいと思います。 

 

委 員 長        （浅野正之君） 

 税務課長佐藤成信君。 

 

税務課長   (佐藤成信君)  

  それでは、中山委員にお答えいたします。 

  実は、３月13日の河北新報に記事が載りました。これにつきましては、３月９日の

火曜日でございましたが、片桐記者の方から質問がございました。それに基づいて私

がコメントいたしましたが、土曜日の日ですね、この新聞を見まして、私もショック

と申しますか、ちょっとインパクトを感じたところでございます。やはり言葉でしゃ

べるのと記事になってしゃべるということで、記事の重さというものを体感したとこ

ろでございます。 

  それで、お答えいたしますけれども、２億 2,000万円ほど増えるという内容でござ

いますが、確かにパナソニックＥＶ、これにつきましては、土地の方は21年度で課税

いたしておりますが、建物の分、それから償却資産の分ですね、この分が大半。それ

から、先ほど質問にございましたが、東京エレクトロン関係で３社ございますけれど

も、土地の分でございます。土地の分でも３社分で見込んでおります。これが増えた

主な理由でございます。 

  それから、39ページの報償費でございます。納税貯蓄組合の関係でございますが、

 1,300万円が 1,100万円というお話でございましたが、この件につきましては、３月

の補正の際にも若干お話をさせていただきましたが、 200万円ほど減額補正、これは

去年もいたしてございますけれども、これの主な理由と申しますのは、納税貯蓄組合

の取り扱い額が19年度までは９億円ぐらいあったわけでございますが、20年度から後

期高齢者の方に移動して、国保分が減った関係もございまして、 200万円ほど20年

度、21年度、３月で補正をさせていただいておりまして、今回、22年度の新年度で

は、その分を除いた 1,167万 5,000円ということで計上してございます。以上です。 
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委 員 長        （浅野正之君） 

  15番中山和広委員。 

 

中山和広委員 

  先ほど質問いたしましたいわゆる東京エレクトロンほか２社ですか、３社分の、こ

れはそうすると、固定資産の課税については、取得後、翌年の１月１日を課税基準に

するということですから、もう既にその１月１日を越えたという、１年を越えたと。

１月１日を越えているために、この課税をするということになるわけですね、このこ

とについてはね。 

  それから、もう一つは、パナソニックの償却資産、これは課税といいますか、その

評価というのは、これは定率法か定額法、これは会社が選んでいると思うんですけれ

ども、その中でこちらは課税をするということでよろしいわけですか。 

  ちなみに、聞くこともないんですけれども、課税の償却の方法ですね、それは定額

法でやられているのか定率法でやられるのか。これは定率法ですと、最初は多くの額

が出てくるわけですけれども、何年か後にはほとんどなくなってしまうという、そう

いうことがあるもんですから、そういうことについて、どういうふうな課税の仕方な

のかちょっとお伺いをしたいと。 

  それから、納税貯蓄組合、これはいわゆる後期高齢者の関係で国保の減額というお

話もあったわけで、それが 200万円減額に影響しているということでありますが、納

税貯蓄組合が解散するという、そういうことは情報として入っているところあるんで

すか。今50幾つか、ちょっとその数は定かでなかったんですが、今までの数よりも納

税貯蓄組合が22年度で減るということはないんですか。そういう情報入っておりませ

んか。その点、２件だけお伺いしたいと思います。 

 

委 員 長        （浅野正之君） 

 税務課長佐藤成信君。 

 

税務課長   (佐藤成信君)  

  それでは、お答えいたします。 

  固定資産税の課税の標準日でございますけれども、22年度の課税につきましては、

22年の１月１日現在ということでございまして、東京エレクトロンにつきましては、
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昨年の７月でしたかね、土地取得したのが７月だか８月でございましたので、22年度

課税の対象ということでございます。 

  それから、償却資産の算出方法でございますけれども、あちらからの法人さんから

の申告の仕方によりまして定額か定率かということでございまして、実は償却資産の

申請が１月末でございますので、その時点ではもう予算を組んでおりましたので、こ

ちらの方といたしましては定額の率で予算の算出をしたところでございます。 

  それから、納税貯蓄組合でございますけれども、解散する情報はないかということ

でございますけれども、実は20年度は78組合でございました。21年度は一つ増えまし

て79組合でございました。桧和田の機械化組合ですか、これが１組合ふえておりまし

て、21年度は79組合。現在、私のところには組合を解散したいというふうな情報は届

いておりません。以上です。 

 

委 員 長        （浅野正之君） 

  他にございませんか。６番髙平聡雄委員。 

 

髙平聡雄委員 

  それでは、39ページの賦課徴収費に入るんでしょうか、この時期の税務課の一番の

仕事だろうと思うんですが、徴収、確定申告等の業務について、その電子化という

か、そういったものが個人納税等で毎年進んできている状況があるんだろうと思いま

す。また、農家の所得についても、集落営農組織の立ち上げ等により、その個人での

事務処理の内容も変わってきているんだろうと思うんですが、そういったことに対し

て、受ける税務課として、業務の内容というか、申告のその内容が変わってきている

のか。要するに個別対応している各出張所等々、各地域でやっている申告のお手伝い

というんですか、そういったものにどういう変化があるのかないのか、その辺をお聞

かせいただきたいと思います。とりあえず。 

 

委 員 長        （浅野正之君） 

 税務課長佐藤成信君。 

 

税務課長   (佐藤成信君)  

  それでは、髙平委員の質問にお答えいたします。 
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  確かに国の方ではですね、税務署なんかもそうですけれども、Ｅタックスを通しま

して電子化の確定申告等々ということで大分宣伝はしておりますが、残念ながら、我

が大和町の場合は、そのような目に見えて、昨年と比較して飛躍的に躍進したと、そ

ういった変化は見られませんでした。 

 それから、各地区回ってですね、確定申告と申しますか、申告相談をしているわけ

でございますけれども、特に農業関係でございますが、それぞれの組合とか立ち上げ

て、なさってはいるんでしょうけれども、私がその確定申告書、終わってから見るん

ですけれども、農業の欄でまず所得が出ているというところは大変少なくて、逆に、

もう本当に、極端な話、農業の収入が例えば20万ですよと、経費がマイナスの70万、

80万、所得が本当にマイナスの60万、70万という、果たしてこれがですね、何かちょ

っと変な感じはするんですが、それがそれでいいわけですからね。20～30万、40万の

農業収入に対して、所得額で見ますと、もうマイナスの50万、60万、果たしてこうい

う申告制度でいいのか、これは素直な疑問でございます。 

  本当に電子化というのは、実際、大和町ではそんなに進んでおらないということで

ございます。 

 

委 員 長        （浅野正之君） 

  ６番髙平聡雄委員。 

 

髙平聡雄委員 

  あわせて、税金の自動振替等、要するに税務課の皆さんがですね、例えば徴収に歩

くだとか、特別徴収を含めて、大変なご苦労されている部分もあるわけですし、ま

た、県の方に委託をしているというような案件まで出ている状態での事務ですから、

大変な苦労も一方でされているんだろうと。事案も非常に複雑で、悪質なものも中に

はあるんだろうというふうに思うんですが、一方で、要するに事務軽減のためのＥタ

ックスなり、今言った自動振替の率の向上なり、そういったものに対してのやっぱり

啓蒙、あるいは指導、そういったものもやっぱりしていかなければならないだろう

と。 

 私も今回も一部そういうものに携わった部分もあって、言ってみれば、特に農業関

係者、申告に対しては、すべてやっていただくというような状態の中でこれまで来た

もんですから、その内容についても自身もよく理解をしない中で、税務課の職員に相
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対した中で初めて自分の実態わかるみたいな、そういう状況も中には多く含まれてい

るんではないかと。結果として、ああ、こんなに利益上がったのかだとか、逆に、こ

んなに赤字かというのがそこで初めてわかったみたいなことを言う方もいらっしゃる

わけですよね。そういう意味で、納税意識の啓蒙ということにも相通ずると思います

ので、ことしの事業の中では、納税に対する自主性なり、あるいは電子化、あるいは

自動振替、そういったものについて推進するような動きを、ぜひ課長として、残され

た課員の方々に、なお一層の指導をしていたたきたというふうに思うんですが、いか

がでしょうか。 

 

委 員 長        （浅野正之君） 

 税務課長佐藤成信君。 

 

税務課長   (佐藤成信君)  

 お答えいたします。 

 自動振替につきましては、口座振替の強調月間ということで月間を設けまして、新

たに口座振替加入された方につきましては、何らかの、こちらで考えておりますの

は、エコバックの贈呈とか、そういったもので広く宣伝をして、何とか口座振替の率

を上げていきたいと、このように考えてございます。 

 それから、電子化の関係でございますけれども、これにつきましては、なかなかで

すね。本当に便利なものではございます。本当に本人がですね、申請する本人が本当

に便利で楽で、大変メリットがあるものではございますけれども、なかなか、機械の

扱いが難しい等々、それからカードが必要であるということもございまして、なかな

か浸透しないということで、その辺は税務署等ともですね、県とも連携を密にいたし

まして、コマーシャル、宣伝をしていきたいと、このように考えてございます。 

 それから、納税意識の関係でございますけれども、小学校、中学校に税務課の職員

が、研修を受けた職員がですね、税務署の職員と一緒になりまして、納税教室という

ことで、21年度は中学校１校、それから小学校２校で、それぞれ納税教室を開催いた

しましたし、それから納税貯蓄のポスター、こういったものも子供たちに夏休みに応

募していただきまして、それらの表彰等をしておるということで、地味ではございま

すけれども、そういった納税、それから町の、これは税のみならずですね、税金がど

のように使われておるのかと、こういった意識を持っていただくような運動を進めて

まいりたいと、このように考えてございます。 
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委 員 長        （浅野正之君） 

  ６番髙平聡雄委員。 

 

髙平聡雄委員 

  なお、その進展にご助力をいだたきたいと思います。ご苦労さまでごさいます。 

  また、最後に会計課の方に１点だけご質問をしますが、昨年、新たに基金としてま

ちづくり基金１億 9,000万円ほど積み立てをされたわけでありますが、これの運用

先、それと運用利率について、わかればお教えをいただきたいと思います。以上で

す。 

 

委 員 長        （浅野正之君） 

  会計管理者兼会計課長浅野雅勝君。 

 

会計管理者兼会計課長  （浅野雅勝君） 

  お答えいたします。 

  まちづくり交付金ですけれども、これにつきましては、当初、補正でございますけ

れども、補正で 8,600万円ですね。これにつきましては、早速、去年の８月13日でも

って１年定期というような形で預けております。預け先は七十七でございますけれど

も、利率につきましては大分変動しておりまして、大口といいますか、 3,000万円以

上、１年ですと今の時点ですと 0.1％。ただ、８月の時点では若干高くは、若干です

けれども、今現在では、預金ですと 0.1％という利率になってございます。以上で

す。（「終わります」の声あり） 

 

委 員 長        （浅野正之君） 

  16番桜井辰太郎委員。 

 

桜井辰太郎委員 

    39ページの徴収費でございますが、特に８節の報償、この報償につきましては、

今何％かの報償費を組合に支給しているわけで、還元しているわけでありますけれど

も、このことについては今後続けていく、あるいは、このことについての考え方など

も課長の考えがあったならばお聞かせいただきます。 
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委 員 長        （浅野正之君） 

 税務課長佐藤成信君。 

 

税務課長   (佐藤成信君)  

  それでは、桜井委員の質問にお答えいたします。 

  納税貯蓄組合の利率でございますけれども、納期内納入につきましては 1.5％、年

内納入につきましては 0.3％ということで支給いたしてございます。それで、私も何

回か招かれまして納税組合の総会の方に出席をさせていただいておりますが、やはり

前は３％あったよというお話は何回もされておりますので、 1.5がぎりぎりであると

いうお話がたくさん出ております。これが例えば１％に下がったら、もう組合は維持

できないというお話を聞いておりますので、私といたしましても、もう 1.5以上には

下げないという考えを町長の方にも伝えております。以上です。 

 

委 員 長        （浅野正之君） 

  16番桜井辰太郎委員。 

 

桜井辰太郎委員 

  報奨金を維持しながら徴収率を上げていくという、その手法を今後もやっぱり続け

ていかなければならないという考えをいただきました。以上です。 

 

委 員 長        （浅野正之君） 

  ９番馬場久雄委員。 

 

馬場久雄委員 

  それでは、39ページの税務総務費の中の補助金なんですが、たばこ販売組合の女性

部黒川支部10万円、金額は毎年同じだろうと思うんですが、こういった今たばこの禁

煙、それから新しい庁舎が出ても中で吸えなくなるというふうな状況であります。ま

してや、タスポが出てから、たばこの販売業者が売れなくて困っている。困っている

だけじゃなくて、多分やめている販売業者もあるんじゃないかと思うんです。これ黒

川支部の中でも、そういった廃業したり、たばこの販売やめたりという中でも、こう

いった同じ金額で出すという、逆に言えば、こういうムードの中だから補助金要りま
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せんよというふうな声はなかったんですか。 

  あと、もう一つ、議会事務局の方もいいですか。 

  この間、庁舎を見学させていただきました。３階の議会事務局の部屋、今よりも大

分大きくなっています。ガラスの窓口が、窓、今までないんですが、ガラスの開く窓

ありました。あれは、そこで用が足せるようにということなんでしょうけれども、あ

れはどういった形でつけられたのか、一言ご説明お願いします。 

 

委 員 長        （浅野正之君） 

 税務課長佐藤成信君。 

 

税務課長   (佐藤成信君)  

  それでは、馬場委員の質問にお答えいたします。 

  たばこ組合に対する助成金でございますけれども、たしか人数は22名ということ

で、年々減ってはございますけれども、こういった時期だからこそ、なお頑張ってい

ただきたいという町の強い思いがあるわけでございます。 

  ちなみに、平成19年度、たばこ税が２億 1,000万円でございました。平成20年度は

２億 100万円ということで 900万円ほど減ってございますが、幸い、21年度は、私は

もっと減るのかなと思っておったんですが、１億 9,500万円ということで、思ったよ

りも減らないということで、この件に関しましては、私と会長との深いきずなもござ

いますので、去年同額ということでさせていただきました。以上です。 

 

委 員 長        （浅野正之君） 

  議会事務局長伊藤眞也君。 

 

事務局長 （伊藤眞也君） 

  新庁舎の方の３階の議会事務局の窓口の件でございますが、実はちょっと、こちら

から要求はしておらなかったものでございます。ただ、３階に上がってきた方が見え

るように、ガラス張りですかね、それというのは考えておったのですが、ちょっと何

か窓口みたいな形になっていたんですが、あれについては、そこまではちょっとこち

らでは要求していなかったところでございますが、お客さん来たときに事務局から見

えますので、そこで対応できるものは対応するということで考えていきたいなという

ふうには思っております。以上です。 
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委 員 長        （浅野正之君） 

  ９番馬場久雄委員。 

 

馬場久雄委員 

  女性部の話なんですが、確かにたばこ税の関係は、今課長おっしゃられたように、

かつて２億 1,000万円ほどありました。ことしなんかは大分少なくなっております

が、やはり会長さんとの課長との関係も十分に加味すれば、そういった形で理解でき

るんですが、ただ、やはり今後、こういう状況に置かれていますので、この補助金出

す以上、黒川支部の女性部として、どういった活動というか、そういった活動に対す

る多分助成だと思うので、できるんであれば、こういった、うちで何でここに出すん

だと、自分ところでやれないのかとか、いろんなそういう話も出てくるかと思います

ので、減っている中ですから、今後そういったことも対応考えていけばというふうに

思うところです。 

  あと、今の窓口に関しては、第一印象が、何か代金授受とかそういったものもする

から、あの開きの窓つくったのかなとちょっと感じたもんで、そうであれば、見える

かどうかだったら、１枚の素通しというか、あれのガラス窓でもよかったのに、そう

いう感じを抱いたもんですからお伺いしたわけです。以上です。 

 

委 員 長        （浅野正之君） 

 税務課長佐藤成信君。 

 

税務課長   (佐藤成信君)  

  それでは、馬場委員の質問にお答えします。 

  たばこ関係は、公共施設の全面禁煙等々、大変逆風と申しますか、健康問題、環境

問題いろいろございまして、大変厳しい場面でございますので、そういった中で販売

をして税の方に貢献をしていただくということも踏まえまして、今後は、税収等の絡

みを考えまして、補助金の額の方についても考慮していきたいと、このように考えて

ございます。（「終わります」の声あり） 

 

委 員 長        （浅野正之君） 

  他にございませんか。 
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    「なし」と呼ぶ声あり 

  ないようでありますから、これで税務課、会計課、議会事務局の所管の予算につい

ては質疑を終わります。 

  これで本日の日程は全部終了しました。 

  本日はこれで散会します。 

  ご苦労さまでした。 

  なお、再開は19日の午後１時30分といたします。 

 

    午後２時３４分    散 会 

 


